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平成1 9年4月25日判決言渡 同日原本交付 裁判所書記官

平成1.7年（ワ）第9 9 5 8号 損害賠償請求事件

口頭弁論終結日 平成1 9年2月28日

判 決

原 告

同訴訟代理人弁護士

同 田

木

中

被 告

俊 博

厚

.. 

同代表者代表取締役

同訴訟代理人弁護士

主 文

1 被告は， 原告に対し, 6 7 2 3万4817円及びこれに対する平成1 6年

1月6日から支払済みまで年5分の割合による金員を支払え。

2 原告のその余の請求を棄却する。・

3 訴訟費用はこれを2分し，その1を原告の負担とし， その余を被告の負担

とする。

4 この判決は， 第1項に限りし，仮に執行することができる。

事 実 及 び 理 由

第1 請求

被告は， 原告に対し， 1億3448万9 a a·4円及びこれに対する平成1

6年1月6日から支払済みまで年5分の割合による金員を支払え。

第2 事案の概要

本件は， 被告を通じて商品先物取引を行った原告が， 被告の従業員による

不適格者に対する勧誘，説明義務違反，断定的判断の提供，新規委託者保護
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義務違反，両建勧誘，仕切拒否，一任売買及び過当取引の違法行為があった

として，債務不履行又は不法行為（使用者責任）に基づき，被告に対し，実

損額及び弁護士費用の賠償並びにこれらに対する遅延損害金の支払を求める

事案であるコ

1 争いのない事実

(1)ア 原告（昭和 3 1年．． 月・日生まれ。）は，昭和 5 7 年に．． 大学

を卒業後，医師免許を取得し，その後，＂

平成元年に眼科医院（以下「．． 佃艮科」という。）を設立し，以降同医院を

経営している者である。

イ 被告は，商品先物取引の受託等を目的とする株式会社であり，商品取

引員である。

(2)ア 原告は，平成1 5年3月1 4日から平成1 6年1月6日まで，別紙建

玉分析表（以下「別表」という。）記載のとおり，被告名義で東京工業

品取引所の金•（以下「東工金」という。）の商品先物取引（以下「本件取

引」という。）•を行ったっ ・

イ 本件取引は，被告の従業員で大阪第一支店次長 （以下「

坂」 ． といえ），同支店支店長

担当したs

(3) 原告は，本件取引の委託証拠金として，被告に対し，平成 1 5 年3月14曰

（以下「�!111�'�中」という。）が主に

から同年 1 0月29 日までに， 8 回にわたり，合計 1 億2295 万 7000円

を預託し，平成1 7年4月1.3日，被告から68万7366円の返還を受けた

（上記預託金額と上記返還金額の差額は 1 億2226 万9634 円である。）。

2 争点

本件の争点は，① 被告の原告に対する債務不履行責任又は不法行為責任

（使用者責任）の有無，② 原告の損害額及び③ 過失相殺の可否及びその割合

であり，争点に関する当事者の主張は，以下のとおりである。
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(1) 争点①について

（原告の主張）

ア 勧誘段階の違法t生

げ）適合性原則違反

高度の危険性を有する商品先物取引においては， 商品先物取引の仕組み

及び危険性を理解し得る能力， 経済的な相場判断力と損失に耐え得るだけ

の十分な資力が最低限必要である。

原告は， 眼科医であるが， 経済的な知識・経験に乏しく， 本件取引

以前には， 投資•投機経験は全くなかった。 原告は， その資産形成に

ついては， 専ら銀行預金に頼っており， 本件取引以前には， 商品先物

取引の経験はおろか株式等証券の取引の経験すらなかった。

また， 原告が本件取引に投入した資金は， 自ら経営する医院の運営

資金や老後の蓄えとして貯蓄されたものであって， 本来投機行為に投

入することを予定されたものではなかった。

以上のとおり， 原告は， 商品先物取引不適格者であるから， 同人を

勧誘することは適合性原則に違反する違法な行為である（商品取引所

法（本件取引当時のもの。 以下， 関係法令や自主規制について特に断

らない衷り司じ=) 1 3 6条の2 5, 受託等業務に関する規則5条1

項2号）＝

（イ） 説明義務違反・断定的判断の提供

南品取引員は， 新規委託（見込み）者を商品先物取引へ勧誘するに

当たっては， あらかじめ法定書面（商品取引所法1 3 6条の1 9)を

交付するとともに， これを用いて同取引の仕組み及び危険性を分かり

やすく説明して新規委託（見込み）者の十分な理解を得なければなら

ない（説明義務）。

また， 商品先物取引は種々の要因によって価格の騰落があり， 損失
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を被る可能性の極めて高い取引であるという本質を有しているところ，

このような本質に鑑みれば， 委託（見込み）者に確実に利益が得られ

るとの誤解をもたらす断定的判断を提供するなどして勧誘をしてはな

らない（商品取引所法1 3 6条の1 8第1号）

本件において， t�い坂は， 商品先物取引の知識及び径験の全くない原

告に対し，平成1 5年3月1 3・日， 同取引の仕組み及び危険性を十分

説明することなく同取引を勧め， 「3000万円くらい預けていただ

ければ， 何日かのうちに何千万もの利益になります。」， 「明日にで

もイラク戦争が始まるので絶対金は値上がりして儲かります。」など

と熱心に勧誘し， 同月1 4日にも， 「今の時期なら絶対に儲かる。 開

戦直前ですので， 今振り込まなければどうします。」などと述べて勧

誘した。 同日の原告とこ頁坂との面談は午後1時1 0分ころに開始され

たが， その1 2分後の午後1時2.2分には証拠委託金3. 0 0 0万円の

振込手続が行われている（甲4 9)のであって， このわずかな時間に

坂が同取引の仕組み及び危険性について十分な説明をすることは不

可能であることに照らせば，；旦坂が， 同取引の仕組み及び危険性を原

告に十分に説明していないことは明らかである＝

の上記勧誘は， 上記説明義務に違戻するとともに， 商品取引所

法1 3 6条の1 -8第1号に違反する違法な行為である。

イ 業務遂行上の違法性

げ） 新規委託者保護義務違反

商品先物取引においては， 新規委託者に対して取引を開始してから

3か月間の保護育成期間が設定され， その期間中は売買枚数が原則と

して2·0枚以内に制限されている（新規委託者保護義務）。

本件において， ll!ili!iii!J'坂は， 原告に，最初の取引（平成1_ 5年3月1 4 

日の取引）では3000万円で東工金500枚の買い建てをさせ， 次
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の取引（同月1 8日の取引）では�400万円で東工金400枚の買

い建てをさせ， 3回目の取引（同年4月7日の取引）では4290万

円で東工金7 1 5枚の売り建てをさせた。 坂は， その後も取引を拡

大させ， 本件取引開始後3か月弱の同年6月1 3日までに原告に1億

1 9 9 5万7000円を預託させ， 同日時点で， 本件取引における買

玉は1 1 2 5枚， 売玉は6 6 5枚となった。

また， 被告の受託業務管理規則実施基準（甲1 1。以下「被告管理

規則実施基準」という。）によれば， 商品先物取引を行った経験のな

い原告は同基準における「Bランク」の顧客（以下．「Bランクの顧·

客」という。）である。同基準によればBランクの顧客が取引開始後

3か月間の習熟期間中にその保有する流動資産の50パーセントを超

える金額の資金投入を行うには， 当該顧客からの要望あるいは申入れ

があり， 当該顧客が同基準の定める被告の調査本部（書証上「調査

部」とあるものもあるが， 以下「調査本部」という。）による社内審

査を通過した場合でなければならないとされている（以下， 上記の基

準による制約を「本件取引制限Jという。）。にもかかわらず，

は，原告に対する上記審査結果を待っことなく， 上記のとおり750

0万円（この金額は， 原告が本件取引開始時に取引口座開設申込書

（乙A 3)の流動資産欄に記入した金額である。）の50パーセント

相当額の3750万円を超える資金投入をさせており， これが被告管

理規則実施基準に違反するものであることは明らかである。

したがって， 上記のiill\��!i!I坂の行為には新規委託者保護義務に違反する

違法があるというべきである。

（イ） 両建勧誘

商品先物取引において， 買玉と売玉を同時に保有する両建は，一般

委託者にとって有害無益であることから， 商品取引員及びその従業員
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が 一般委託者を両建に勧誘することは，商品取引所法1 3 6条の1 7 

（誠実公正義務），同法施行規則46条1 1号（あるいはその準用。

両建禁止）及び受託者の善管注意義務に違反する違法な行為である

（両建勧誘回避義吾） = . 仮に， 両建の勧誘が許されるとしても，その

際には，．商品取引員及びその従業員は，少なくとも， 両建が 一般委託

者にとって有害無益であることを分かりやすく説明し，その十分な理

解及び納得を得た上で受注しなければならない．（両建説明義務）。

• 本件において， 二坂は，すでに東工金900枚の買玉を有していた

原告に対し， 平成1 5年4月3日から熱心に両建を勧誘し，同月7日，

原告に4·2 9 5万7000円で東工金71 5枚の売り建てをさせた。

その後も，本件取引は終了するまでほぼ常時両建の状態となっていた。

また， 本件において， ｀：坂あるいはバ，!�中が，原告に対し，両建のリ

スクを分かりやすく説明したことはなかった。

このような坂及び＇：中の行為は，両建勧誘回避義務及び両建説明

義務に違反する違法な行為である。

(?). 断定的判断の提供

前記ア（イ）のとおり， 本件取引においては，勧誘段階で断定的判断の

提供があったが， その後の取引の過程においても，以下のように，

坂ら被告の従業員（以下「坂ら」ということがある＝）による断定

的判断の提供があった。

坂は平成15年3 月 1 7. 日及び1 8日；原告に対し， 「イラク

戦争必至の状態で金は確実に1週間くらいで値上がりする。·」, 「本

日は昨日より少し安いところで始まってくるものと思いますので絶好

の場面に違いありません； もう半手と言わずもう 一手10 c;> 0枚を本

日買い付けしていただいても何ら心配はないものと考えます。」，

「金を現物で持っていても利益は少ない， 同じ資金でも先物で100
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0枚買い付ければ1グラム1 0 0円上がれば手数料を引いても8 9 0, 

0万円の利益になります， 2日以内に戦争が始まるので， 今しかない，

金はここ数日で5 0円， 1 0 0円， 200円と上がつていく」などと

述べ， 同月1 8日， 原告に東工金400枚の買い増しをさせた っ

また， 坂は， 原告に対し， 最初の両建を勧誘するにあたり， 「 あ

くまでもこれは一時的な措置であり， 下落が 一服したところで， この

売りというポジションを決済して解消することで， また元の， 金90

0枚を買っているポジションのみに戻ります。 つまり現在と同じ状況

になるだけです。 しかも売りのポジション解消に伴う利益が確保でき

ます。」， 「下がっていった場合は， 売りのポジションの方で利益が

出るので， 下落が 一服したところで解消すれば， その利益が確保でき

ます。 下がらなかった場合は， すぐに売りのポジションを解消するの

で， 怖いことはありません。」， 「両建をした後の処理については任

せてくれれば大丈夫だ。」などと述べ，〗貫中も「両建は保険のような

もので， 下がれば売りのポジションで利益を取ることができますっ 下

がらなければ売りのポジションをすぐ解消すれば安全です＝ 追証の場

合， 1回だけではなく2回3回とかかる可能性があを今国はそうな

る可能性があるので， 追証より両建の方がいいですよ= .lと述べた：：

その後， 同年 7 月1 0日， 坂の部下という者が， 原告に対し， 電

話で， 「ここまで下がったので， もう 一下がりしますよ。 買いの方が

多いので追証がかかります。 追証がかからないように売りを増やす処

理をした方がいいですよ。」と断言し， 原告に， 東工金3 3 0枚の買

玉を仕切らせ，売玉を330枚建てさせた。

さらに， 坂は， 同年8月28日から同年9月1 0日ころまで， 原

告に， 「今に下がる。」と断言し， 原告の売玉の枚数を増やしていっ

た。
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同年9月1 7日になると， 金の価格はやや下落し，

上がる。」， 「必ず上がる。」と原告に断言し， 原告の買玉を大量に

増やしていった。

このような 坂らによる勧誘行為は， 商品取引所法1 3 6条の1 8 

第1号に違反する違法な行為であるっ

ウ 取引終了段階の違法性

本件において， 原告は， 平成1 5年6月下旬ころから，；『坂に対し，

「できれば損失なしにやめたいが， どうしても損失が出るなら·2 0 0 0

万円くらいなら勉強代と思ってあきらめるので， そういう状態になった

ら全部処分してやめるようにしてください。」などと， 電話で何度も本

件取引を終了したい旨伝えた。 しかし，

は， 「また

は， 「今やめると損が大き

いですよ。」， 「必ず1300円くらいまで下がってくるので， そのと

きに， 4月に低い値段で建てた売りの玉を処理して， 買いの玉を持って

巻き返せます。 もう少しの辛抱です。」などと言って， 平成1 6年1月

6日に至るまで本件取引を終了させなかった。

また， 本件取引における原告の実質的損益状態は， 平成1 .5年6月末

から7月初旬ころには2000万円ほどの損失であって， その後の同年

8月中旬から9月中旬ころには利益に転じることもあったにもかかわら

ず. !!lll�!iii屯坂は， こうした事実を秘匿し， 原告に本件取引を継続させていた

のであるから， 仕切拒否・回避を行っていたことが明らかである。

坂の上記の行為は， 商品取引所法施行規則46条1 0号及び受託等

業務に関する規則5条7号で禁止されている仕切拒否・回避に該当し違

法である。

工 全体を通しての違法性

け）事実上の一任売買

商品取引員は， 委託者の具体的な指示によって売買取引を行うべき
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ものであって，委託者の無知に乗じて売買取引を押し付けたり，事実

上の一 任売買（形式的には委託者の承諾を得ているが，実質的には商

．品取引員が売買取引の判断をしているような場合）を行ってはならな

い（商品取引所法1 3 6条の1 8第3号，同法施行規則46条3号，

受託契約準則24条）。

本件においては，前記ア（イ）及びイ(?)のとおり， li!ii!I!! 坂らによる断定的

判断を交えた強引な勧誘行為があったこと，商品先物取引の経験のな

い原告が，両建という離脱困難な状態に陥ってしまった場合に戸ii坂ら

を頼らざるを得ないことなどを総合考慮すれば，：帆坂らが本件取引を

主導していたことは明らかである。

したがって，］；：ご：坂らが，違法行為である事実上の一任売買を行った

ことは明らかである。

（イ）過当取引

a 商品取引員は，委託者の知識，経験，資金力及び投資意向に適合

した売買取引を勧誘しなければならず，自己の利益を優先してそれ

らを無視した過当な誘導·操眠をしてはならない（受託者の善管注

意義務，忠実義務，商品取引所法筵行蔑則46条2号）っ

違法な過当取引と認められるための要件は：① 取引の過度性及

び② 取引の主導性である（なお-③ 取引の悪意性も要件として

必要であるとの見解もあるが，上記①及び②が認められれば上記③

は当然に推認されるのであるから，上記③を要件とする必要はな

い。）。

b 取引の過度性について

取引の過度性とは，当該顧客の投資知識，経験，保有資金及び投

資意向に照らして，売買回数，売買数量及び手数料が過大であるこ

とをいう。

，

 



原告は，本件取引以前には商品先物取引や証券取引をした経験が

一切なく，投機取引を行う意向をまった＜有していなかった。

他方，本件においては，、坂らが，商品先物取引の経験のない原

告を操幾して， 299日間に仕切件数にして1 5 7件の取引を行わ

せている上，本件の特定売買（両建，直し，途転，日計り，手数料

不抜け）の件数と上記仕切件数との比率（特定売買比率）は5 8. 

6パーセントに上っている（別表末葉の欄外参照。）。特定売買は，

一般に，委託者に手数料の負担を生じさせるばかりでその利益につ

ながらない取引の類型に属するのであって，かかる特定売買が多用

されている本件取引は冷静で合理的な投資判断に乏しい売買取引で

あるといえる。また，原告が本件取引で被った1 億2226万96

34円の損失のうち，被告が獲得した手数料1億2093万1080円

の占める割合（手数料化率）は9 8. 9 1パーセントに上っている。

したがって，本件取引が， 上記aの①の要件（取引の過度性）を

満たすことは明らかである。

c 取引の主導性について・

取引の主導性は，事実上の一任売買と同意義である。

本件取引が事実上の一任売買であることは，上記エmのとおりで

あるから，上記aの②の要件（取引の主導性）を満たすことは明ら

かである。

d なお，本件取引による原告の損失は，前記のとおり，そのほとん

どが手数料負担によるものであるから， 過当取引の要件として上記

aの③の要件（取引の悪意性）が必要であるとしても，本件取引が

これを満たすことは明らかである。

e 以上のとおり，本件取引は違法な過当取引である。

オ まとめ
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以上のとおり， 本件取引における 坂らによる前記の 一 連の行為は，

一体のものとして違法性を有するものである。

したがって， 被告は， 原告に対し， 債務不履行責任又は不法行為責任

（使用者責任）を負う。

（被告の主張）

ア 勧誘段階の違法性に対する反論

げ）適合性原則違反に対して

商品取引所法1 3 6条の25第1項4号は， 適合性原則の規定であ

るが， 取締法規であっ て， 直接の私法上の効力はない。 また， 受託等

業務規則5条1項2号は， 「商品市場における取引の受託につき， 顧

客に対し， 当該取引に係るもの以外のものであると顧客に誤認される

ような仕方での勧誘を行うこと」の禁止規定であって， 適合性原則に

関する規定ではない。

適合性原則違反の行為が民法上違法であるとの評価を受けるとして

も， 原告は， 医師であり， かつ， 自己の経営する医療法人の理事長で

もあって， 社会経済上の知識及び経験を有していること， 平成1 5年

3月14日， 取引口座開設申込書に「年収2·5 0.0万円」， ・「流動資

産7 5 0-0方R(表金・預貯金6000万円 ラ 有価証券1 5 0 0万

円）」， 「投資可能金額6000万円」と記載し， 同年4月7日には，

流動資産についての上記記載を「流動資産1億0500万円（現金・

預貯金9000万円， 有価証券1 5 0 0万円）」に， 同年6月3日に

は， 「流動資産1億2 0 0 0万円（現金・預貯金1億2 -o o o 万

円）」にそれぞれ修正しており， 商品先物取引を行うに十分な資産を

有していたことが明らかであることを考慮すれば， 本件取引が適合性

原則に違反するものであるとはいえない。

（イ） 説明義務違反・断定的判断の提供に対して

11 



a t乳、坂は， 平成1 5年3月1 3日， 原告と面談し， 被告が商品取引

員であることと商品先物取引の仕組み及びリスクとを簡単に説明し

た。

坂は， 同月1 4日， 原告に対し， 商品先物取引委託のガイド

（以下「ガイド」という。）及び受託契約準則を交付し， 商品先物

取引の危険性が記載してあるガイド4ページの赤色枠で囲まれた部

分を読み聞かせた上， 商品先物取引の危険性， 決済方法， 限月， 追

証が必要となる場合， 値幅制限， 手数料， 相場予想に反した値動き

をした場合の対処方法（仕切・追証・難平・両建）等について説明

した。

原告は， 上記説明を聞いてその内容を理解し， 取引口座開設申込

書に必要事項を記入し， 署名押印した。 また， 被告においては， 調

査本部が委託者に面談又は電話で，職業， 資産， 収入， 投資経験及

び投資予定額等並びに商品先物取引の仕組み及び危険性を理解して

いることの各確認を行うこととされており， 被告の調査本部の 亨

某は， 原告に電話で上記の確認を行い，原告は審査にパスした。 ．

そして， 原告は， 商品先物取引の危険性を了知した上で自己の判

断と責任において取引を行うことを承諾する旨の約諾書に署名押印

した。

以上のとおりであるから， 本件取引に説明義務違反はない。

b � こ坂は， 原告の主張する内容の発言をしていない。

仮に， そのような発言をしたとしても， 商品取引所法1 3 6条の

1 8第1号は， 単純な断定的判断の提供を禁止するものではなく，

「利益を生ずることが確実であると」， 「誤解されるべき」， 「断

定的判断を提供して」， 「その委託を勧誘すること」という要件を

満たしたものだけを禁止するものであるところ， 原告の主張する

12 



坂の発言は， 上記の要件を満たすものではない。

したがって， 本件取引に断定的判断の提供の違法はない。

イ 業務遂行上の違法性に対する反論

げ） 新規委託者保護義務違反に対して

a 原告の主張するいわゆる20枚規制は， 昭和5 3年から行われて

いたが， 平成元年I 1月2 7日に廃止され， それ以降，新規委託者

保護義務については， 各商品取引員の社内規則である受託業務管理

規則の中で規定されることになった。 本件取引時， 被告の受託業務

管理規則（以下「被告管理規則」という。）は， 委託者をその属性

からA•B•Cの3段階に分類し， 投入可能金額について， Aの者

は制限なし， Bの者は委託開始後3か月間は当該委託者の所有する

流動資産の50パーセントの額まで， Cの者は同様に流動資産の3

0バーセントの額までとする取引制限を設け， 委託者からランクア

ップや規制緩和の申出があれば調査本部が審査して許否を決するこ

ととしていたのであって， 20枚規制を前提とする原告の主張には

理由がない。

b また， 原告は， 前記のとおり i::mrirn匝：,〗□坂から商品先物取引の仕組み及

び危険性の説明を受けた上で， 東工金500枚の買い建てをして本

件取引を開始したのであって，その後， 取引を拡大させていく際に

は， 資力内容修正申請書（乙A8の1·2)や「申し出書」 （乙A

7)を自ら作成し， 調査本部による審査が行われているのである s

このような本件取引にかかわる仕組みから考えても， 本件取引が新

規委託者保護義務に違反するものでないことは明らかである。

（イ） 両建勧誘に対して

a 本件取引当時， 両建に関する法令・規則などの規定は商品取引所

法施行規則46条1 1号のみであり， 同号は， 同一 商品について，
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「同一限月」，

を禁止していた。

本件においては，

、建は行われていない＝

b 両建は， 原告の主張するように委託者にとって有害無益な

ものではなく，建玉をした後， 思惑が外れて相場が反対の方向に行

両建をすることによって損失の拡大を防ぎながら， 清算

また，

った場合，

をしないままに相場の動きを見極め， 適当な時期に 一方の建玉を外

し， 残った玉により利益を上げることができるという利点を有する

ものであって， 有用な取引手法である。

るように，

ない。

C 

を用いて，

「同一枚数」の両建を「外務員が勧めること」だけ

同号で禁止されている同 一 限月・同 一枚数の両

したがって， 原告の主張す
一般委託者に両建を勧誘することが違法であるとはいえ

坂は， 平成1 鼻5年4月3日， 原告に対し， ファックス（甲9)

両建が売りと買いを同時に保有することであること， 両

建をした場合， 値段が下がれば買いが損になるが， 逆に売りが利益

もう片方がプラスになって，になる， つまり，片方がマイナス，

イナスとプラスが互いに打ち消し合う結果になることを明快に説明

・し， 加えて，

マ

両建にした湯合， 新たに建てることになる売玉につい

ても証拠金が必要になることも説明した。 また， 坂は， 原告に対

し；両建にした後(J).方針にっいても' 基調としての相場予想は依然

として値上がりであって， 買いの方針であるが， 目先の値下がりに

対応するために売り建てをして様子を見， 値下がりが収まったと判

断した場合は売玉を仕切って買玉で勝負する旨説明した。 さらに，

・坂は， 同月5日， 原告に対し， 東工金の値下がりに対処する方法

として， 決済， 追証， 難平及び両建の各方法について説明し， 原告

が決済及び難平をすることを嫌ったため， 追証及び両建についてさ

✓ 
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らに詳細に説明することとし， 追証には，決済のように損が確定し

ないという長所があるが，反面， 更に価格が下落すれば2回，3回

と追証がかかることになるという短所があること，両建には，それ

が売玉，買玉を同時に保有することになるものであることから＇ 価

格の上昇， 下落のいずれにおいても，・一方が利益に他方が損失にな

る結果が生じ， 損益が相殺されるものであるため，その後の相場の

動きを見ることができるという長所がある訊証拠金と手数料が必

要になること及び両建を解消するタイミングが難しいことの各短所

があることを説明した。

d 以上のとおり，本件における両建の勧誘は何ら違法な行為ではな

い。

• (ウ） 断定的判断の提供に対して

坂は， 平成1 5年3 月 1 8日， 原告に対し，金の価格が上昇して

いいることを連絡し，原告は， 東工金400枚の買い建ての注文をした。

すなわち，flllli:i坂は，原告に対し， 金の価格の上昇という事実を連絡

したにすぎず，断定的判断の提供をしたのではない。また， 原告自身

が， 金の価格が上昇することを予想しており，この金の値上がりを見

て， 自らの予想が当たっているとの判断の下，買い注文をしたのであ

る＝

その他，本件において， らが，原告に対し，断定的判断の提供

を行ったことはない。

・ ウ 取引終了段階の違法性に対する反論

本件において，原告は， 平成1 5年6月3日に，投資可能額修正申請

書・資力内容修正申請書（乙ABの2)を作成するなど，この当時，む

しろ取引を拡大する意思を持っていた。 さらに，同年7月になると取引

内容が改善され，原告と ぢ坂との間で， 取引をやめるような話はされな
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•かった。

また， 被告は， 原告に対し， 取引内容を確認できるように， 取引ごと

に売買報告書・計算書を， 1か月に1回残高照合通知書をそれぞれ送付

していたが， 原告からのクレー ムはなかった。-

したがって， 本件において， 仕切拒否・回避に該当する行為はない。

工 全体を通しての違法性に対する反論

げ） 事実上の一任売買に対して

商品取引所法1 3 6条の1 8第3号及び受託契約準則24条1号が

一任売買を禁止していることは認めるが， 商品取引所法施行規則46

条3号及び受託契約準則24条2号は無断売買の禁止規定であり， 一

任売買の禁止規定ではない。

委託者の意思に基づかない無断売買が禁止されるのは当然であるが，

委託者が自ら受託者に売買を 一任した場合， その売買は民法上許され

るものであるところ，これをハイリスク・ハイリタ ー ンの商品先物取

引において広範に認めると， 利益になった場合には委託者からクレ ー

ムは出ないが， 損失が生じた場合「損をするように任せたのではな

ぃ ： ；といった桓めて低ンペルのクレ ー ムが多発するという事態が生

ころ＝ 法は， このような事態が生じるのを防止するため 一任売買を禁

じているのである。
一任売買の禁止規定の趣旨が受託者が一任を濫用して手数料稼ぎを

行うことを防止することにあると主張されることがあるが， 仮にそう

であれば， 問題とされるべきは，._任の有無ではなく， 濫用の有無と

いうことになる。

本件取引の対象は金のみであるが， 坂らが， 原告から実質的に本

件取引を一任され， これを濫用して恣しいまま取引を行っていたとす

れば，• 取引対象が金に限定されることはなかったはずであるから，
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坂らは一任を濫用などしていない。

さらに， 本件取引において， 1· 坂は， 原告に対し， ファックス送信，

電話による相談あるいは直接面談をし， 原告と相談した上で売買を行

っているのであるから， そもそむ事実上の一任売買は行われていな

し＼

したがって， 本件において，

・任売買を行っていない。

（イ）過当取引に対して

らは， 違法行為となる事実上の一

商品取引所施行規則46条2号は， 「もっぱら投機的利益の追求を

目的として， 受託等業務に係る取引と対当させて， 過大な数量の取引

をすること」の禁止規定であり， 過大な数量の自己玉に関する規定で

あって， 受託者の取引量に関する規定ではない。

また， 受託者の善管注意義務及び忠実義務から過当取引の禁止を導

き出すことはできず， 結局， 過当取引の禁止に関する具体的な法令・

規則上の根拠はない。

過当取引が違法性を有するものであるとしても；委託者である原告

が医療法人の理事長であり， 資産家でテ 資産運用方法として金に興味

を持っていたこと，•取引時期がイラク表争の男戦直前及び開戦等の大

きな相場要因があった時期であること原告の指摘する特定売買比率

及び手数料化率が商品先物取引の違法性の検討において無意味な要素

であることを総合考慮すると， 本件取弓！は過当取引とはいえない。

オ まとめ

以上のとおり， 本件取引における，；三＇坂らの行為には何ら違法性がない。

したがって， 被告が原告に対し， 債務不履行責任あるいは不法行為責

任（使用者責任）を負うことはない。

(2) 争点②について
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（原告の主張）

ア 本件取引において，原告は，合計1億2295万7000円を投資し，そ

の終了後，・被告から68万7366円の返還を受けたので，その差引額であ

る1億2226万9634円が被告の従業員の違法な行為により原告が被っ

た実損害となる つ

イ 原告が被った上記損害の賠償を求めるには，本件取引の複雑性・専門性に

かんがみて，弁護士に訴訟追行を委任しなければならず，弁護士費用の支払

いが必要である。同費用のうち，被告が負担すべき金額は前記ア記載の損害

金1億2226万9634円の約1割に当たる1222万円が相当である。

ウ 以上を合計すると，被告の従業員の違法行為により原告が被った損害は1

億3448万9634円となる。

（被告の主張）

原告主張の損害については争う。

(3) 争点③について

（被告の主張）

ア．本件取引における前記のとおりの経緯に照らせば，過失相殺がされる

べきである っ

イ 過失相殺の割合は7割程度が相当である。

（原告の主張）

本件においては，被告の取得した手数料額が原告の損害額とほぼ等しい

のであるから，過失相殺を行うと被告に利得が残存することになる＝

また，ぺ坂は， 本件取引において，原告の負担する手数料が累積し，そ

の結果原告の損失が増大していることを認識しつつ，手数料稼ぎのため本

件取引を主導して原告に売買を勧誘したのであるから，本件における違法

行為が故意によるものであることは明らかである。

さらに，被告が本件取引によって得た手数料は， 「不正利益」であって，
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これを被告が保持することは，公序良俗の観点から考えても相当ではなく，

その全額が原告に返還されるべきである。

したがって，本件においては，損害の公平な分担の具体的調整を図るべ

き過失相殺が適用される基礎が存在しないのであるから，過失相殺をする

ことは許されないs

第 3 当裁判所の判断

1 判断の前提となる事実

前記争いのない事実，証拠（甲6ないし12, 21,·32ないし34, ·3 

6, 37, 39, 49, 60, 61, 乙A2ないしAl 3, A15, A16 

（枝番のあるものは枝番を含む。），証人 ，原告（いずれも後記措

信できない部分を除く。））及び弁論の全趣旨を総合すれば，次の事実が認

められる。

{1) 原告の属性

原告（昭和3 1年．． 月.日生まれ。 ）は，昭和5 7年に．． 扶学を

卒業後，医師免許を取得し，その後，、．．．．． ＇后院に勤務した後，平

成元年に●眼科を設立し，以降，同医院を経営している=

原告は，本件取引を始めるまで，商品先物取引や株式の取引をした経誤が一

切なかった=

原告は本件取弓Iを始めた当時，少なくとも2400万円の年収があった

（原告）。

(2) 本件取引の勧竪等

ア かねてから資産保全の方法を考えていた原告は，被告の金地金販売の新

聞広告を見て金池金による資産保全を考え，平成1 4年4月1 8日，被告

に対し，金取引に関する資料の送付を求めた。

被告は，原告の上記の求めに応じ，ペイオフのパンフレッ ト， ビデオ及

び会社案内を送付した。
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イ 被告の従業員の岡f!i!1�ii!tll1'(以下「岡」という。）は，平成14年4月

30日，原告を訪問し，被告の業務形態等を説明した。

下坂は，同年8月9日，．．眼科を訪問し，原告と金地金の購入方法等

に関する話をした。

ウ 原告は平成1 5年3月1 2日，被告からの金地金の講入を決め，電話

で，：•隠llli坂に金地金10キログラムを購入する申込みをし，同日，仮代金と

して1405万円を被告に送金した。

工 ・imi:店は，同月1 3日午後1時10分ころから午後2時20分ころまで

（乙A 9) , 三井住友銀行．．支店前に停車中の自動車の中で，原告と面

談し，原告が購入を申し込んだ上記ウの金地金10キログラムを原告に渡

した。その際，＇〗坂は，原告に，本件取引を勧誘し，東工金の商品先物取

引の証拠金が1枚当たり6万円であること，手数料抜幅が11·円(1 3円

との記載が1 1円と訂正されている。）であること，倍率が1000倍で

あること，買玉を建てた場合に，枚数ごとに，価格の上昇に応じて生じる

利益等が記載された「金」利益計算表等（甲3 3)を示し，商品先物取引

の仕組み及び内容等について，それが証拠金で行う取引であり，予想が当

たれば利益が大きい反面予想が外れれば損失が大きいものであること，取

引には手数料が必要であること，金の場合の売買単位,. 委託配拠金や追証

拠金等の証拠金を説明した。

才 坂は，同月1 4日午前9時ころ，原告に電話して面談の約束をし，

と共に自動車で．． 眼科近くの．． 駅前ロ ー タリ ー ；こ行き，同日午後1

時ころから午後2時20分ころまで（乙A9の1·2) , 同車内で原告と

面談した。その際， 坂は，原告に，本件取引を勧誘し， 「商品先物取引

は，」 「『投機的な性格の強い， ハ イリスク・ハイリタ ー ンな取引』 （大

きな利益を生む可能性もあるが，逆に多大な損失が生ずる可能性もある取

引）でもあります。」との記載があるガイド（甲6)を示し，その4ペー
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ジに記載された「商品先物取引の危険性について」 （本文は左右2列で記

載されているところ，上記部分は赤線で1列に枠組みされている。）との

部分の見出しに赤い丸印を付けながら，商品先物取引の仕組み及び内容等

について，それが証拠金で行う取引であり，予想が当たれば利益が大きい

反面予想が外れれば損失が大きいものであって，投資した金額以上の損失

が生じる場合があること，金の場合の売買単位，決済方法，限月，委託証

拠金や追証拠金等の証拠金，取引には手数料が必要であって，予想通りに

値段が変動しても，変動額が1グラム当たり1 1円を超えなければ支払手

数料との関係で手取りの利益とならないこと等を説明し，予測が外れた場

合の対処方法として，仕切，追証，難平及び両建があることを説明し，ガ

イド並びに約諾書及び被告の受託契約準則（乙A2。以下「受託契約準

則」という。）を交付した。

原告は，取引口座開設申込書（乙A 3)の勤務先名欄に

●岬，職種禰に医師；役職名欄に理事長，資産の状況欄の流動資産欄

に7500万円，収入状況（年収）欄に2500万円，初回投資予定金額

欄に3000万円，投資可能金額欄に6000万円とそれぞれ記入し，同

幸込書に暑名押印し，これを［坂に交付した。

また，原告は， 「私は貴社に対し，商品取引所の商品市場における取引

の委託をするに際し，先物取引の危険性を了知した上で取引を執行する取

引所の定める受託契約準則の規定に従って，私の判断と責任において取引

を行うことを承諾したので，• これを証するため，この約諾書を差し入れま

す。」との記載のある約諾書（乙A4)に署名押印し，これをい坂に交付

した。

力 調査本部は，原告に対し，電話で上記約諾書の記載内容並びに商品先物

取引の仕組み及び危険性に関する理解ができていることを確認した結果，

原告については，商品先物取引の経験がないが，商品先物取引の仕組み及
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び危険性を理解したものと認め， 原告を， 被告管理規則実施基準（甲1

1) の， 習熟期間中は， 建玉に必要な委託証拠金が当該顧客の保有する流

動資産の50パ ー セント以内程度とする制限が必要とされているBランク

の顧客に該ると判断した（顧客カ ー ド（乙A 5)の調査本部審査欄には

「所見」として「取引経険はないが， 主体性， 理解度は問題なし．取引は

初めての為， 習熟期間を設け流動資産の50% B」との記載がある。）。

キ 原告は， 同日， 被告に3000万円を預託し， 東工金 2 月限500枚の

買い建て注文をした。 上記預託は， 銀行振込の方法により， 同日午後1時

22分に行われ（甲4 9} , 上記注文は同日午後2時1 5分に執行された

（乙A6の1)。

(3) その後の本件取引の経緯

ア 平成1'5年3月1 7 日以降の本件取引の詳細は別表のとおりであって，

同日以降の本件取引についての主な経緯は以下のとおりである。

イ 心!m坂は， 同日の朝， 原告に対し， 電話で金が値上がり傾向にあることを

告げ， 東工金の買い増しを提案し， 同日午前1 0時49分， 原告にファッ

クス（甲 7) を送信した。 同ファックスの 1 枚目には， 「金価格は， 前日

比約30円近く上昇してきており， かなり買い注文が殺到しはじめており

ますこ 今後2カ月-3カ月は， J::昇トンンドが急速に出はじめるものと予

測されます。 本日朝にご提案差し上げましたお話の金1000枚分の買い

注文にっいてですが， 明日でももちろん遅くはないと思いますが， ストッ

プ高（前日比40円高）となった時は， 買付出来なくなる場合もございま

すので， 本日もしお昼にご用意できるようでしたら， 動いてみてください。

本日もストップ高になる可能性は， 十分ございます。」などと記載され，

同ファックスの2枚目には， アメリカのブッシュ大統領が， 同月1 7日に

国連安保理が武力行使容認決議を行わなければ， 決議なしで武力行使を開

始する意向を示し， 同決議の採択を安保理に強く求めたとのニュ ー ス内容
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が記載されていた。ぶ!!坂は，同日午前1 2時ころにも，原告に電話で東工

金の買い増しの提案をしたが，原告は，同日には，東エ金の買い増し注文

をしなかった。

坂は，同月1 8日午前8時4分，原告にファックス（甲8)を送信し，

東工金1000枚の買い増しを提案した。同ファックスには， 「今週から

来週にかけて開戦ほぽ確実な状況となってきております。また本日の国内

予想についてですが，金価格は昨日が大幅に伸びているために本日は，昨

日より少し安いところで始まってくるものと思いますので，絶好の場面に

違いありません。もう半手といわずもう一手1000枚を本日買付してい

ただいても，何ら心配ないものと考えます。」などと記載されていた。

原告は，同日午後2時30分ころ，被告に2400万円を委託し，東工

金2月限を400枚買い建てするとの注文をした（争いがない。）。

ウ 同年4月3日，イラク戦争で米軍がバグダッドに接近したという情報か

ら，アメリカの金の価格が下落した。

坂は同日，原告に電話で，アメリカの金が下落しており，日本国内

の金も下落する可能性があることを説明し，これに対処する方法について

詳しい説明をするため，同日午後2時ころに原告と面談する約束をしたe

•一は，同日午前1 2時ころ，原告に対し，上記面談の際に用いる資斜

として，ファックス（甲9)を送信し，金の価格の下落に対処する方まと

して両建を提案した。同ファックスの1枚目には，金の価格が1245円

（以下門断りのない場合は1グラム当たりの価格である＝）まで下落した

場合，2700万円の追証拠金が必要になり，同価格が121 5円まで下

落した場合，2回目の追証拠金としてさらに2700万円が必要になり，

同価格が1 1 8 5円まで下落した場合， 3回目の追証拠金としてさらに2

700万円が必要になる旨記載され， 「金1200円/gあたりがメドに

なるかとは，思いますが追証として現金が必要なだけでなんのメリットも

23 



ございません。」と記載されていた。 同ファックスの2枚目及び3枚目に

は， 金の価格の下落に対処する方法として， 新たに東工金900枚の売り

を建てる方法（両建）がある旨記載され， 両建をすることにより， 追証拠

金を入れる必要はなくなり， また， 両建をした後， 金の価格の下落がいっ

たん止まった時点で売玉を決済することにより， 現在の買い建てのみの状

態に戻すことができ， その際， 売玉の決済に伴う利益を得ることができる

旨記載されていた。

は， 同日午後2時ころ， 原告と面談し， 同日の東工金2月限の始値

が12 5 3円， 午後最初の価格が1249円であること， 金の価格の下落

に対処する方法等について説明し， 両建に関しては， それが買玉と売玉を

同時に保有することであり， 両建をすれば， 金の価格が下落しても， 売玉

から利益が生じ， 買玉から損失が生じることになり， 利益と損失が相殺し

合うので， 損失がこれ以上拡大することはなく， 損切りをせずに相場の様

子を見ることができるが， 両建には， 証拠金及び手数料が必要であり，

た， 両建状態を解消するタイミングが難しいという短所がある旨説明した。

同月4日 （金曜日）， 東工金2月限の終値が1244円となり， 原告の

建玉が追配状蓉になったため，

惹にどう対述するか原告と相談したっ その際，

ぢは， 同月5日， 原告を訪問し，

東工金の西格を前提として， 新たに東工金の売りを建てた場合，

同月7日

態は継続していたため，

5万7000円で売却し，

ま

この事

坂は， 同月4日における

その枚数

や金の価格の下落に応じて仮計算上の損益がどのように変化するかなどに

ついてのシミュレ ー ション結果を印字した資料（甲6 0)を原告に示した。

（月曜日）， 東工金2月限の始値は1241円で， 上記追証状

坂が， 原告にこの事態について説明したところ，

原告は対処方法として両建を選択し， 前記金地金1 0. キログラムを1 2 9 

これに自己資金3000万円を加えた合計42

9 5万7000円で東工金1·2月限の売りを7 1 5枚建てることにした。
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及び．戸中は，同日午後1時ころ，原告と面談し，原告に，同日にお

ける東工金の価格を前提とした上記同様のシミュレ ー ション結果を印字し

た資料（甲61)を示し，また，原告が東工金1·1 5枚の売りを建てると

すると，前記口座申込書の投資可能金額櫂に記載した6000万円を超過

することになるため，自己責任・自己の資金であることに関する申出書と

資力内容修正申請書を提出してもらう必要があることを説明した。

そこで，原告は， 「私， は，商品先物取引の仕組み，ルール，

ハイリスク， ハイリタ ー ンをよく理解した上で，自己の責任に於いて，自

己資金 1 億200万円程度で貴社との取引きを申し出ます。」と記載した

「申し出書」 （乙A 7)を作成し，過小申告を理由として，自己所有の流

動資産の額を7500万円から1億0500万円に修正する旨の記載のあ

る資力内容修正申請書（乙ABの1)を作成した。

原告は，同日午後2時，東工金l 2月限7 1 5枚の売り建て注文をした。

工 原告は，同月10日，調査本部<i,
'ー

と面談し，取引状況確認

書（乙A 1 2)に署名押印した。同確認書には，平成1 5年4月1 0日の

前引け現在において，預かり証拠金の総額が9695万7000円である

こと，原告の有する東工金の建玉が，売り715枚，買い900枚である

こと，仮計算上の差損金額が2449万円であること，有効証拠金額が7

246万7000円であること，仮手数料（この段階ですべての建玉を仕

切った場合の手数料）が1 5 6 8万3 8 5 0円であること，仮清算残高

（この段階ですべての建玉を仕切った湯合に票告に対して返還される金

額）が56 7 8万3 1 5 0円であること等が記載され， 「貴社調査部職員

., り本日説明を受け，上記内容と相違ないことを確認すると共に，

今後とも無理のない資金の範囲内で，自己の責任において取引を行いま．

す。」との文言も記載されていた。

オ 坂は，同月24日，、原告に，東工金2月限の始値が1 2 8 5円となっ
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たことを伝え， 1 2 9 2円の買玉の一 部(3 0枚）を損切りし， 1 2 6 3 

円の買玉の一部(1 2 0枚）を利食いして， 新たに1 5 0枚の売りを建て

ることを提案し， 原告はそのとぉりの注文を行った。

同年5月2日， 東工金は全限月とも1300円の値を付けたところ，

坂は， これが一時的な高値であって， 金はまだ値下がりする可能性がある

との相場予想を示したため， 原告は， 1 2 9 2円の買玉100枚を利食い

し， 東工金1·00枚の売り建て注文をした。

同月8日午前中， 東工金の価格が下落したため， 原告は， 13.00円の

売玉1 0 0枚を利食いし， 1281円の売玉50枚を損切りして， 東工金

1 5 0枚の買い建て注文をした。

同月9日， 東工金の価格が再び1300円を超えたので， 原告は， 1 2 

92円の買玉15 0枚を利食いして， 東工金150枚の売り建て注文をし

た。 •

カ 同月20日， 東工金の価格は急騰し， 翌21日， さらに値上がりし， 4

月限， 2月限ともに姶値は1374円であった。

原告の建玉は， この時点で， 売り965枚， 買い6 s·o· 枚となっており，

売りの方が多くなっていたことから， 同日， 原告は， と， 被告の大阪

第一支店において， 東工金の値上がり対策について相談した口 その際， 原

告は， 東工金の価格が2か月でこれだけ上昇したにもかかわらず， 両建で

売りを持たされたばかりに非常に悪い状態になってしまった， 金の価格が

下がらなかったときにどうしてすぐに両建の売りを外さなかったのか， な

どと言った。

キ 原告は， 同月22日に500万円， 同月2 3日に800万円を委託証拠

金として被告に入金し， 同月2 3日， 1 2 4 5円の売玉50枚を損切りし，

東工金15 0枚の売り建て注文をした。

原告は， 同月28日， 1245円の売玉50枚を損切りし， 1 2 9 2円
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の買玉100枚を利食いして，東工金1 6 0枚の売り建て注文をした。

原告は， 同月29日， 1245円の売玉40枚を損切りし，1292円

の買玉20枚及び1284円の買玉50枚をそれぞれ利食いして，東工金

1 1 0枚の売り建て注文をした。

その後， 東工金はさらに値上がりし， 同月30日，原告の建玉は追証が

必要な状態となったため， 原告は同年6月2日， 1000万円を証拠金と

して被告に入金し， さらに，1245円の売玉·10枚を損切りした3 この

1000万円は， 原告自らがオーナー となっている医療関係の有限会社か

ら借用したものであった。

ク 疇坂は， 同月3日， 原告を訪問し， 本件取引の状況等を説明し，原告は，

投資可能額修正申請書・資力内容修正申請書（乙ABの2)に署名押印し，

有価証券売却及び過少申告を理由として， 投資可能額を6000万円から

1億2000万円に，資力内容の流動資産の額を合計1億0500万円か

ら1億2000万円にそれぞれ修正する記載をした。

は， 同月4日， 電話で原告に， 上記申請書（乙-�8の2)の記載内

容を確認し， 原告は， 1281円の売玉20枚を損切りし，1284円の

買玉30枚を利食いして， 東工金100枚の売り建て注文をした。

ケ 同月1 0 日， 同月4三；：は1 3 9 0円台後半となっていた東工金の缶格

は， 1360円台まで下落したので， 原告は， 1376円及び1378円

の売玉計3 1 0枚を利食いし，東工金31 0枚の買い建て注文をした。

コ その後も， 原告は被告を通じて別表記載の取引を行い， 同年7月及び

8月には， 利益金を証拠金に振り替えるなどして取引を継続し， 同年1 0

月2 9日，·3 0 0万円を証拠金として被告に入金した。

サ 原告は，平成1 6年1月6日， 被告に委託して全建玉の手仕舞いを行っ

た。

シ 被告は， 平成1 7年4月1 3· 日，本件取引において原告から預託された
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1億2295万7000円のうち68万7366円を原告に返還した。

(4) 本件取引における個別の取引の態様

本件取引における個別の取引は， すべて、�I坂らによる勧誘・提案により行

われたが，• それらすべてについて原告は事前に了承していた ：：

�5) 売買報告書等の送付

被告は， 本件取引における個別の取引の都度， 原告に対し， その時点での

仮手数料及び仮計算上の損益等が記載された売買報告書・計算書を送付し，

利益金を証拠金に振り替える際には，•お預り・返戻・振替通知書（乙Al

6)を送付していた。 また， 被告は， 毎月， 原告に対し， その時点での委託←

証拠金の額， 建玉の枚数及び仮計算上の損益等が記載された残高照合通知書

（乙A 1 5)を送付していた。

(6) 被告管理規則実施基準（甲1 1)におけるBランクの顧客の取扱い

同基準は， Bランクの顧客が， 本件取引制限を超えた建玉をする際には，

調査本部の審査の結果， 当該顧客の取引に対する理解度等に問題がないと判

断される必要がある旨定めている。

{7) 白金の商品先物取引の勧誘

坂は， 平成1 5年8月1 4日， 原告に対し， 白金の売貢単位， 取引に必

要な証拠金の額， 追証拠金が必要となる場合等について配羹されたメモ（甲

3 9)を示し， 説明の重点箇所に下線や枠を記すなどしながらヨ金の商品先

物取引を勧誘したが， 原告は， 同取引を行わなかった。

2 被告による債務不履行責任又は不法行為責任（使用者責任lの有無

{1) 適合性原則違反について

前記認定事実によれば， 原告は， 本件取引開始時， 46歳であったことが

認められ， 加えて， 原告が医師として自ら医院を経営する者であることに照

らせば， 当時， 原告は十分な社会経済上の知識及び判断力を有していたと認

めることができる。 また， 前記認定事実によれば， 原告の本件取引開始当時
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の具体的な保有資産は明確ではないものの，年収は約2400:万円であり，

原告が本件取引開始時に提出した取引口座開設申込書の投資可能金額欄には

6000万円と記入していること（乙A 3) , 本件取引を通じて委託した1

億2295万7000円の証拠金のうち自己資金でないのは，原告がオー ナ

ーである有限会社からの借入金1000万円のみであることを併せ考えると，

原告は，本件取引開始当時，商品先物取引に投資するのに十分な余裕資金を

有していたことが認められる。

以上の事実を総合すれば，商品先物取引が 一般の個人投資家にとって高い

リスクを伴う投機的な傾向の強いものであることを考慮しても，なお，・原告

が本件取引に不適格であったものということはできない。

(2) 説明義務違反について

前記認定のとおり，鼻坂は，平成1 5年3月1 3日，原告に本件取引を勧

誘するに際し，東工金の商品先物取引における証拠金の額，手数料抜幅，倍

率等が記載された「金」利益計算表等（甲3 3)を示しし商品先物取引の仕

組み及び内容等について説明したs また，1i!l!H�坂は，同月14日，原告に本件

取引を勧誘するに際し，商品先物取引には危険性がある旨の記載があるガイ

ド（甲6)を示し，同ガイドの4ページに記載された「商品先物取引の危険·

�;=ついて」との見出し部分に赤ぃ丸印を付けながら，商品先物取引の仕組

三及び内容や予測が外れた場合の対処方法等を説明し，同ガイド及び受託契

約準則（乙A2)を交付している。そして，原告は，商品先物取引の危険性

を了知した等の記載がある約諾書（乙A4)に署名押印し，これを□坂に交

付している。

他方，原告は，医師であり,.眼科の経営者であって，上記説明を理解

するのに必要な知識及び上記説明に基づいて判断するのに十分な能力を有す

るものであることは前記認定のとおりである。

したがって， Wi坂は，上記勧誘時，原告に対し，商品先物取引の仕組み及
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ぴ危険性について，原告が理解できる程度に説明したものというべきである。

これに対し， 原告は， 坂は， 平成1 5年3月1 3日には金の価格が必ず

上昇する旨の断定的判断を提供するのみで， 商品先物取引の仕組み及び危険

性を説明しておらず， 翌14日にも， 商品先物取引の仕組み及び危険性を十

分に説明しなかった旨主張し， 原告の供述にはこれに沿う部分があるs また，

原告は， 同日の面談は， 午後1時10分ころに開始され， その1 2分後であ

る午後1時2·2分に3000万円の振込の手続が行われている（甲4 9)の

であるから，このわずかな時間に�il�iiJ・坂が商品先物取引の仕組み等について十

分な説明をしたことはあり得ず， これが上記の主張の客観的裏付けになる旨

主張する。しかし， 前記認定のとおり，原告が短時間の説明しか受けなかっ

たとする同月14日の前日には， 坂は， 原告とI時間10分にわたり面談

している上 この面談において，断定的判断を提供したと認められないこと

は後記(3)のとおりであって， これらを勘案すれば， 同月1 3日の面談の際，

,、ー，坂は，原告に商品先物取引の仕組み及び内容等を説明していたと認めるの

が合理的である。 そして， 同日・， 上記の説明がされていると認められる以上，

坂が， 翌14日の面談開始（午後1時ころ）から振込手続が行われた午後

1時22分までに， 原告に対し， 商品先物取引の仕組み及び危険性を理解で

きる程度に説明することは可能であったと認めるのが相当である。前臣示の

とおり， 医師であり， 本件取引に嬰する十分な判断力を有していたと認める

べき原告が， 商品先物取引の仕組み及び危険性について了知し， 自己の判断

と責任において商品先物取引を行うことを承諾した旨の上記約諾書に暑名押

印して， これを，、i坂に交付した事実は， 上記の認定判断に整合するものであ

る。

したがって， 原告の上記の供述部分は採用することができず， 上記の主張

は失当である。

以上のとおりであり， 本件において説明義務違反があった旨の原告の主張
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は採用することができない。

(3) 断定的判断の提供について

ア 原告は，平成1 5年3月1 3日， 坂が原告に「3000万円くらい預

けていただければ，何日かのうちに何千万もの利益になりますっj , f明

日にでもイラク戦争が始まるので絶対金は値上がりして儲かります3 」,

「今の時期なら絶対に儲かる。開戦直前ですので，今振り込まなければど

うします。」などの断定的判断を提供した旨主張し，原告の陳述書（甲2

7)にはこれに沿う記載部分がある。しかし，［直叶坂の陳述書（乙A 1 3)

には，これと反対の趣旨の記載部分があること，原告の上記陳述書の記載

部分を裏付ける客観的な証拠はないことを勘案すれば，牙［］坂が，上記の発

言をした事実を認めることはできない。

イ また，原告は，同月1 7日及び同月1 8日， から「イラク戦争必至

の状態で金は確実に1週間くらいで値上がりする。」などと告げられて東

工金の買い建てを勧誘され，東エ金400枚を買い建てさせられた旨主張

し，原告の陳述書（甲2 7)にはこれに沿う記載部分がある。しかし，

坂の陳述書（乙A 1 3)にはこれと反対の趣旨の記載部分があること，前

記認定のとおり，置遠王が，同月1 7日に原告に送信したファックス（手

7)の1枚目には， 「金価格は，前日比約30円近く上昇してきており P

かなり買い注文が殺到しはじめております。今後2カ月--·3カ月は上旱

卜レンドが急速に出はじめるものと予測されます。本日朝にご提案差し上

げましたお話の金1000枚分の買い注文についてですが，明日でももち

ろん遅くはないと思いますが，ストップ高（前日比40円高）となった時

は，買付出来なくなる場合もございますので，本日もしお昼にご用意でき

るようでしたら，動いてみてください。本日もストップ高になる可能性は，

十分ございます。」などと記載され，同ファックスの2枚目には，アメリ

カのプッシュ大統領が，同月1 7日に国連安保理が武力行使容認決議を行
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わなければ， 決議なしで武力行使を開始する意向を示し， 同決議の採択を

安保理に強く求めたとのニュ ー ス内容が記載されており， これらの記載内

容は， 金価格の相場予想とその根拠を示したものにすぎず， 何ら断定的判

断を提供するものではないこと， 原告の上記陳述書の記載部分について客

観的な裏付：t となる証拠がないことを考慮すれば，ぃ喜坂が， 上記のとおり

の発言をしたとの事実を認めることはできない。．

ウ さらに， 原告は， 本件取引における最初の両建を勧めるに当たり，

が， 東工金が値下がりした場合にも， 両建により売玉を解消することで利

益が確保できる， 両建後の処理は自分に任せてほしいなどと発言し， これ

が断定的判断の提供に当たる旨主張するが， 同発言の内容は， 必ず利益が

出る旨のものとはいえないから， 断定的判断を提供をするものとはいえな

しヽ。

工 その他，原告は， らが， 原告に東工金の建玉を勧誘する際， 「今に．

下がる。」. , 「必ず上がる。」などと述べた旨主張し， 原告の陳述書（甲

2 7)にはこれに沿う内容の記載部分があるこ しかし, 11!l已：坂9坂の陳述書（乙

A 1 3)には， これと反対の趣旨の供述部分があること， 原告の上記陳述

書の記載笞分について客観的な裏付けとなる証拠がないことを考慮すれば，

ーが， 上巨の発言をした事実を認めることはできないs

才 仮に，賤ば：坂らが， 原告の主張する発言をしたとしても， その内容は， 漠

然としたものであり， また， イラク戦争が開戦するから金が値上がりする

といった一投角な予測を述べているものにすぎず，前記のとおり，原告が

医師であり， 本件取引の仕組みや危険性に関する説明を理解するのに必要

な知識及びこれに基づいて判断するのに十分な能力を有していたものと認

められることを考慮すれば， 原告が，�ii坂らの発言によって必ず利益が生じ

ると信用したとはたやすく認められない。

力 したがって， 本件において，＇坂らが断定的判断を提供したとは認めら
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れない。

(4) 新規委託者保護義務違反について

ア 受託業務規則等において新規委託者の保護規定が置かれている趣旨は，

商品先物取引が複雑かつ投機性が高い取引であることから，・未経険の新規

委託者が取引開始当初に不測かつ多額の損害を被らないように，その取引

数量を制限して保護しようというものである。

そして，上記のような保護の必要性に加えて，一般投資家は，商品取引

員に委託して商品先物取引をせざるを得ないこと，商品取引員は，商品先

物取引の専門家であって，その仕組み及び危険性を熟知している上，一般

投資家からの受託等契約によって利益を得ている者であること，取引を委

託した顧客に対し誠実に業務を行うべき義務を負う（商品取引所法1 3 6 

条の1 7)とともに，委任契約上の善管注意義務を負う者であること等を

総合すれば，商品先物取引を開始して間もない者に対し，過大な数量の取

引を勧誘したり，そのような取引を受託しないようにすべき一般的注意義

務（新規委託者保護義務）を負っているというべきであり，自らもしくは

その従業員がこれに著しく反して取引を行った場合，当該取引は社会的相

当性を逸脱した違法なものとなると解するのが桂当である＝

イ 本件についてこれをみるに，前記認定事実によれ忠票告は，本件取引

以前に商品先物取引を行った経験はなく，平式1 5年3月1 4日，東工金

5 0 0枚の買いを建てて本件取引を開始し，その後，同月1 8日に東工金

400枚の買いを建て，同年4月7日に東工金7 1 5枚の売りを建ててい

るのであるから，本件取引開始後1か月以内に行われた東工金の建玉は合

計1 6 1 5枚に上り（なお，本件取引開始後1か月の時点での保有建玉も

同枚数である。），これらの建玉を行うため，同期間内に原告が被告に委

託した証拠金は合計9 6 9 5万7000円に上ることが認められる。また，

前記認定事実によれば，本件取引開始後3か月以内に行われた東工金の建
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玉は合計3430枚に上り（なお，本件取引開始後3か月の時点での保有

建玉は合計1 7 9 0枚である。），これらの建玉を行うため，同期間内に

原告が被告に委託した証拠金は合計1億1 9 9 5万7000円に上ること

が認められる。

そして， 前記認定のとおり， 上記建玉は，すべて，渇パ坂らの勧誘・提案

により行われたのである。

ウ 他方， 前記認定事実によれば， 被告は， 原告を， 被告管理規則実施基準

において， 習熟期間内は建玉に必要な委託証拠金が当該顧客の保有する流

動資産の"50パーセント以内程度とする制限が必要とされているBランク

の顧客として扱っており， 同実施基準は， Bランクの顧客が同制限を超え

た建玉をするには， 調査本部が当該顧客の取引に対する理解度等を審査し

なければならないとしているところ，原告は，前記のとおり， 平成1 5年

3月14日に東工金500枚， 同月1 8日に東工金400枚の買いをそれ

ぞれ建てており，これらの建玉をするのに必要な委託証拠金は合計540

0万円であって，これは， 原告が， 本件取引開始時に， 取引口座開設申込

書（乙A3)の流動資産欄に記入した金額である7500万円の50パー

セントの金額である37�0万円を超えているのに， 上記建玉を行う前に

調査本部の審査は行われていないのであるから， 本件取引が被告管理規則

実施基準に違背していることが認められる。

工 以上のとおり，原告は， 商品先物取引の経験がなかったにもかかわらず，

の勧誘により， 本件取引開始後短期間の間に大量の取引を行ったので

あって，その際，被告は， 被告管理規則実施基準に違背していたのである

から，原告が商品先物取引を行うのに十分な資産を保有していたことを考

慮してもなお，本件取引は新規委託者保護義務に著しく反した違法なもの

というべきである。

オ 被告は，原告が資力内容修正申請書（乙ABの1• 2). や「申し出書」
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（乙A 7)を自ら作成し， 上記実施基準の定める被告の調査本部による審

査も行ゎれている旨主張するが， 証人心；：坂の同審査が行われた旨の証言は

あいまいであり，また， 同審査が行われたことを示す書面等が何ら証拠と

して提出されていないことを考慮すれば， 同証言を信用することはできず，

被告の上記の主張は採用することができない=

(5) 両建について

ア 両建は， 委託者の予測に反して相場が変動した場合に委託者が選択する

一つの方策であって， 両建の仕切りによって結果的に利益が出る場合もあ

ることからすると， 両建そのものが直ちに違法と評価されるべきものであ

るとはいえない。

・ イ しかし， 両建は， 新たに同額の対立する建玉をすることから，証拠金が

新たに必要になるほか， 最終的に双方の建玉を仕切った場合の手数料が倍

額必要となり， また，・いったん仕切って新たに建玉した場合よりも， 仕切

のタイミングに関して難しい判断を要求されるから，両建によって最終的

に利益を得ることは相当に困難であると考えられる。

したがって，商品取引員及びその従業員が， 上記のような両建の経済的

． 効果及び不利益面等について理解していない頭客に対し， これらについて

理解を得るに足りる説男をしないまま既存の建玉を仕切らずに両建を行う

ことを勧誘するのは， 危険性を告げないまま取引させることにほかならな

いから， 社会的相当性を逸脱した違法行為であるというべきである。

ウ 本件についてこれをみるに， 前記認定のとおり， rn 坂は， 平成1 5年3

月1 4日， 原告に， 予測が外れた場合の対処方法として， 仕切り，追証，

難平及び両建があることを説明し，また， 同年4月3日には， 金の価格の

下落に対処する方法等について説明し， 両建に関しては， それが買玉と売

玉を同時に保有することであり， 両建をすれば， 金の価格が下落しても，

売玉から利益が生じ， 買玉から損失が生じることになり， 利益と損失が相
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殺し合うので，損失がこれ以上拡大することはなく，損切りをせずに相場

の様子を見ることができるが，両建には，証拠金及び手数料が必要であり，

また，両建状態を解消するタイミングが難しいという短所がある旨説明し

ており，同月5日及び7日には，新たに東工金の売りを建てた場合，その

枚数や金の価格の下落に応じて，仮計算上の損益がどのように変化するか

などについてのシミュレーション結果を印字した資料（甲60, 61)を

示したのであるから， ：坂が，原告に対し，両建の経済的効果及び不利益

・面等を説明したことが認められる。他方，原告は，医師であり，．．眼科

の経営者であって，上記説明を理解するのに必要な知識及び上記説明に基

づいて判断するのに十分な能力を有するものと認めることができる。 9

のした上記の説明と原告の知識及び判断力とを併せ考えれば，見應りl坂が両建

の経済的効果及び不利益面等について原告の理解を得るに足りる説明をし

たものと評価できるのであって，本件における両建の勧誘が違法であると

いうことはできない。

ェ 原告は，上記両建の勧誘の際，礼門坂あるいは，〗戸中が，原告に対し，両建

のリスクを分かりやすく説明したことはなかったと主張し，これに沿う原

告の供述部分がある。しかし，前記認定事実によれば，：：彎反らは平戎1

5年4月3日から原告に両建を勧誘し，同日，金価格の値下がりの対剋方

法として，追証拠金の支払と比較した場合の両建のメリッ・ドが記載されて

いると認められるファックス（甲9)を送信しているにもかかわらず，原

告は同月7日まで両建をしておらず，他方，原告が本件取引に関する十

分な判断力を有していたと認めるべきことは前記説示のとおりであるから，

両建にはメリットだけではなく，相応のリスクがあることを理解した上で，

同月3日から7日にかけて，両建をするか否かを検討していたことが認め

られる。・したがって，上記原告の主張及び供述部分は採用することができ

ない。
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(6) 事実上の一任売買について

前記認定事実によれば， 本件取引においては，＼．こ坂らは， 原告に対して，

自己の相場観等を示すなどして取引の勧誘・提案を行い，個別の取引すべて

について原告が事前に了承した上で取引が行われ， また， 取引の状況につい

て原告は理解していたことが認められる。 また， 平成:1 5年3月1 7日及び

同月I 8日に，バ：坂から東工金1000枚の買い建てを勧誘されたのに対し？

実際に原告が買い建てたのは， 400枚であったこと， 原告は， 同年8月1

4 日に， II�坂から白金の商品先物取引を勧誘されたものの， 同取引を行わな

かったことを考慮すれば， 本件取引は，パ＂；：坂らの勧誘・提案により行われて

いたものの-原告は， その提案を鵜呑みにしていたわけではなく， 最終的に

は原告がその提案を承諾し， 自己の判断で本件取引を行っていたと認められ

る。

したがって， 本件取引が事実上の 一任売買であったということはできない。

(7) 過当取引について

原告は， 本件取引が， ① 原告の属性に照らして， 売買回数， 売買数量等

の点で過大であること及び② らが主導したものであることを前提に本

件取弓！の違法性を主張するが， 前記のとおり， 本件取引は， 原告が事前に了

承した上で恒別の取引が行われており， 原告はり：二坂らの提案を鵜呑みにして

いたわけではなく， 最終的には原告がその提案を承諾し， 自己の判断で本件

取引を行っていたと認められるのであるから， fiiil!:ii[ii坂らが本件取引を主導した

ことを前提とする原告の主張は採用することができない。

(8j仕切拒否について

原告は， 平成1 5年6月下旬以降， 被告に対し， 度々， 本件取引を中止し

たい旨告げたにもかかわらず， 被告からこれを拒否された旨主張し， これに

沿う原告の陳述書（甲2 7)の記載部分がある。 しかし， 前記認定のとおり，

原告は， 同月下旬以降も， 被告から売買報告書・計算書， 残高照合通知書
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（乙A 1 5)及びお預り・返戻・振替通知書（乙A 1 6)を送付されていた

にもかかわらず， これらに対して， 異議を申し出たなどの事実は認められな

いのであるから， 上記原告の主張及び陳述書の記載部分は採用することがで

きない。・

また， 原告は，!:/!!il!、坂が， 本件取引の仕切りを避けるため，平成1 5年6月

以降の本件取引における実質的損益状態を被告に毬匿していた旨主張するが，

前記認定のとおり， 被告は， 毎月， 原告に対し， その時点での委託証拠金の

額， 建玉の枚数及び仮計算上の損益等が記載された残高照合通知書を送付し

ていたのであるから， 上記の主張を採用することはできない。

原告は， 売買報告書や残高照合通知書等の読み方を理解しておらず， 送付

されてきたものはすぐに捨ててしまった旨供述するが， 原告が医師であって，

本件取引の仕組みや危険性に関する説明を理解するのに必要な知識及びこれ

に基づいて判断するのに十分な能力を有していると認められること， 被告か

ら送付されたパンフレットや閤ljl�坂から受領したガイド， 取引の提案が記載さ

れたファックス等については， 捨てずに取っておいたにもかかわらず， 売買

報告書等についてはすぐに捨ててしまったという供述内容が不自然であるこ

とを考慮すれば， 上記供述は信用することができず， 採用することができな

"' ゚

(9) まとめ

以上によれば， 前記(4)の点において， らの前記勧誘行為等は， 違法で

あるから， その余の点について違法ということはできないものの全体として

違法であると評価するのが相当である。 したがって， 被告は， 被告を介して

商品先物取引を行った原告に対し， 不法行為（使用者責任）による損害賠償

責任を負うものと認めるのが相当である。

3 原告の損害額並びに過失相殺の可否及びその割合について

. (1} 前記認定事実を総合すれば， 原告は， X坂らの前記違法行為によって， 1 
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億2226万9634円の損害を被ったことが認められる。

(2) そして，前記認定事実を総合すれば， ① 原告は，����ll:坂から本件取引を勧誘

された際， 商品先物取引の仕組み及び危険性を説明され， これらについて理解

していたこと， ② 原告は， 平成1 5年4月1 0日に取引状況確認書（乙A

1 2)に署名押印しており， また， 被告から， 毎月， 残高照合通知書等の送

付を受けていたのであって， これらを通じて， 取引の実態や生じている損失

の詳細を知っていた， あるいは知り得たにもかかわらず取引を終了しなかっ

たこと， ③ 原告は， 追証がかかった段階で取引を終了できたにもかかわら
-"::i: 甘盟:,届呈

ず， l!ll!IIり:ill!!坂らの勧誘があったとはいえ， 漫然と取引を継続して損失を拡大させ

たこと， ④ 原告は， 自ら資産内容修正申請書（乙A8の1• 2)を作成し，

また， 商品先物取引のリスク等を理解した上で， 自己の責任において本件取

引を拡大することを申し出る旨の記載のある「申•し出書」 （乙A 7)をも作

成して取引の拡大に寄与したことが認められることに加え， 本件に現れた諸

般の事情を据酌すると， 原告が受けた損害の5割を過失相殺するのが相当で

ある。

したがって， 上記過失相殺後の原告の損害額は， 6 1 1 3万4817円と

なる:.

(3) 原告は， 被告の取得した手数料が原告の損失とほぼ同額であるところ， 上

記手数料は不正な利益であって， これをすべて原告に返還することが公序良

俗の観点から相当である上， 本件取引は手数料稼ぎを目的とした故意の違法

行為であるとして， 本件においては過失相殺をすべきでない旨主張するが．

先に説示したような本件取引に関する諸般の事情を総合考慮すると， 本件に

おいては， 損害の公平な負担の観点から， 前記の限度で過失相殺を認めるの

が相当であり， 原告の上記の主張は採用することができない。

(4) 前記説示のとおりの， 原告が被告に対し賠償を求めることのできる本件取

引に係る損害額， 本件事案の内容， 本件訴訟追行の難易性， 本件審理の経過
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等諸般の事情を考慮すると， 前記不法行為と相当因果関係のある弁護士費用

は61 0万円をもって相当と認める。

4 結論

以上によれば， 被告は， 原告に対し， 不法行為に基づき6 7 2 3万4817

円及びこれに対する不法行為の最終日（本件取引終了日）である平成1 6年1

月6日から支払済みまで民法所定の年5分の割合による遅延損害金を支払う義

務を負うものというべきである。

よって， 原告の本件請求は， 6723万48 1 7円及びこれに対する不法行

為の最終日である平成16年1月6日から支払済みまで民法所定の年5分の割

合による遅延損害金の支払を求める限度で理由があるから認容し， その余は理

由がないから棄却することとして， 主文のとおり判決する。

大阪地方裁判所第8民事部

裁判長裁判官 平 林 慶

裁判官 飯 島 暁

裁判官奥野寿則は， 転補のため， 署名押印することができない。

裁判長裁判官 平 林 慶
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12珊:J/01/25 u-金�4:48血/OZ 1314 &Z. lito, 000 ll: � 11 40 HO 141& 
13 l匹/07/10軍エー金�&:21 四四/02 z四/03/H 14:21 1303 142. OZJ, 000 108� � ． &IO 1301 』,3ヽo.000 1, 133. 100 21,110, 100 、1,180 3, 1111, 1:W Z, 110, 870 118 
74 ZOQ/07/10稟工ー傘15辺9 暉'14/02匹3/03/14 14�2● u 四 78,483,000 ●1比凰 —.... I &10 1Z4& z.440.000 41&.aoo 21,211.400 23.110 1.Ho.410 4,1a1,2eo 111 
1&�003/07/10軍エー禽 15:29 l004/0Z匹I匹14 14:2● 1aoa 31,oao,000 ao p: 、IO 121& 1, ZOO, 000 1&1, GOO 21,441, 400 7, 800 1. 031, 200 &, 917, 480 11 B 
71四,101/10ヰ—金11:ze z004/oz四3/01/13 1&:0II 1匹 ・4.115 •. GOIJ Iii p: 流w1···-··-·

,eo 1110-一い鴫四 111, ooo ao. 111,400 :n, 800 -a. 114. aou 2, 1&2, 1so 21 
11呵003/07/10 賑エー彙 1&;29 !00ヽ/OZ !003/0t/24 10:49 1303 14.18&. 00G I&に

. i . ·····- . 
180 10● I -z. 470,000 ● 11, ooo :10, 7114, 400 n, 100 -a, no. 100 -:121, 120 1ヽ

71四03/07/10 軍エー拿 �5:28 �004/DI 1301 HD,300、 000 :SGO fl 
． 

HO 1囀5 • 9 - 30 
ll t匹/07/10軍エー彙 �li:ll 四四(01 1H1 at, Off, 000 調疇

-
110 1085 � ・

80 ZOOl/07/11軍エー拿 3:11 �004/01 Z003/03/14 14::tl 1訊謬 ,. 訊13,000 1 p; .- 笏 ー ・� ．＇ り--···--- ● 10 11114 11, VOO 10, 400 10, 11141, 100 HO ZI, 080 -ZBI, 040 118 
81渾/OT/匹鳳—宣14:fil暉14/ot匹/08/13 1&: 間 1378 201,700,000 1&0� � '- '、 .. 

110 134 &, 100,000 1,&II0,000 31,384,800 Tl.000 4,IHIZ,000 3, 712.,9ヽ0 42 
8Z�003/07/匹累エ金 14:68·Z004/0Z ZO匹/01/13 1ヽ：09 1371 尋1,340, 000 30�,.. • 

•••
• 
• 

•• 
110 104 I・ 140.IIOO 234, 000 丸&Ill,100 11. 700 89』,3叩 4,157,210 42 

83四003/07/26 軍エー金14:58 Z004/02潤003/01/24 10:48 1378 323,130.000 U5£1:""' 11V Ill I, N ,゚000 1,133,po゜ 34,431.100 11. 160 7. CID&. 事0 11.、12.110 31 
＂匹/01/2& II; エー重 �4:lil l四/OZ四四/Ol/2ヽ 19バI 1371 208. 700, 000 160 IE ,.. • ヽ 110 &11 Ii, 100, ooo 1, no. ooo n, 101,100 11,600 4,471, 1too 11. 1a+・110 31 
8& t003/07/U 農エー金14:57 呵004/01諏1/07/10 11:21 1378 四I. 700. GOO "-J--· �JC 150 JIO 111 一11, li&O, 000 ,. Iiヽ0,000 37,111,100 78,000 -13,111,000 2,948,110 11 
””四/07/25 軍エー金4:57 �004/01 !003/07/10 15:zt 1371 41,140.000 - Ir 30 731 &111 -2,310,UOO 134,000 37,:1115,100 11,700 -2.&&&, 700 380,410 15 
87�11113/07/25 累エー宣 15:04 �U0-4/01 13n 尋13,100,000 300騎...... 1020 li11 Ir• 一120 285 
88 [003/01/匹虹—金15:04 004/01 1311 螂.110.000«゜輌~一

ゞゞ
―
. l1 

----
1410 &It O -176 

89匹/08/04軍エー虫 14:32 Z003/1Z Z003/04/07 14:05 1匹 14島311.ooo __ I" l, � ... 
�

. fi .-.-.-.-.-. 1"'11:t 109 1311 &18 -10,&1s.ooo 1, 1as,、00 38. &28, 400 &I. ヽ 80 ー11,713.280 -H,312,810 118 
10 Z003/08/04軍エー傘9看：az Z003/1Z 2003/0ヽ/07 1島：05 1344 41.114,000 り 江31 1330 li19 -3,031,000 322,400 38,8&1,800 11,120 -3,378,fiZD ー14. 749,390 119 

4

2
 



建 玉 分 析表
＼ 元帳類似書類） 出力El:2ll04年1月1日籍闊：甜邸

金緯柄 賛定夷買判定力綸rn• J-:,1 (金件に判定Jt#JW. 不o. 重慎＊・冑晶皐嵐隕月繍観"1-h翰定日＋冑贔鰭綱＋湯靡＋鑽底B精4量縁Na

Ha, 関定日付 閾晶名 漕”隕月 斬這累りI •• "稟軍“”翫”費託玉 罠買戴”“鳳"" n真躙“軍 羹｀＂渾野 ..寧＂累If Ill翼翫 纏Bl損益金 葦"韻益累It蘊玉に陣l日匿汗直し鶏饂藍賎

Ill 四/08/04 軍エー拿 14:3% Z匹/IZ四10 01 14:as 1aa ● 1.1&0.000 J � 開 "It &0 1210 &11 -4,no.ooo 1110.000 :18.241,IOD 11.&oo -s.211.&oo -110.001,eao 11e 

112四003/CJl/04軍エー＊ ＇“四諏14/01 :t叩3/07/2& t&:U4 IMO 402. 四,.uoo
- - --·.. 

"'比aoo IIO &11 11. 100. oao 3, 120. oo゜ 42.H1,IOD 161.CJUIJ 7,82いGOO ー12,184,810 10 

13 l003/08/04 軍エ ー禽 �4::,z i004/0I�003/01/2& 1&:04 1340 &II.I00.000 、皿---- � は 44゜ 140 111 11,1100000 Z,Zll.000 44,141,100 114,400 13,817,ICJO 1,112.110 10 

＂鵠03/08/04軍エー貪 14:51 函4/0I 1341 402,300,000 
• ·之·······-

疇 aoo Ho 1111 l+rlITT l eao 

輯匹10110• n-金 14:&I l匹101 1341 us.an.ooo 
疇. .... . . 

� 躙110畑1尋79 J Pl I I I I -30 

H t003/08/12軍工ー傘尋：21 !004/0t Z003/08/04 14:&1 1377 国• eto. GOO 40 p; -— -- 鴻 e � 140 1431 1,440,000 31Z. 000 44. I● 1,,00 1&,800 1,112.400 2,80&, 110 8 
87 t匹/08/12軍エー彙 4:29 四004/01四.:1/08/04 14:&I ta71 413,100.000 300 u;P 

. • ••••• 
臼1131 10.1叫000 2, 140. too o. 301. 血J 117,GOO 1,343.000 11,141,110 8 

輯に003/08/12恵工_貪 , 4:21�004/01訊匹/01/fJ4 14:&1 1311 415,720.000 31G P: p 54D 779 12, I血呵J 1,172.000 直173,IOO 113, IUO 10.11、, 400 22, 142, 610 8 
19�003/08/l2配—金J4:44 Z叩4/04 1311 413. 100. 呵》:100庸-ヽ-·- . --

、
. - - .... 

140 111 t+I p「r T 400 

,OO四/08/12ヰ—金 H:4鼻too4/04 1a11 uo.11,.000. 4&1厨へし｀く_.,, -
. ·····-

1111 711 1 凹I I I I -Iii 
10f l匹/08/12軍エー金 匹叩/04 1371 311. �2. 000 Ill 疇、ミ� .. ···--

1110 71' 
102 Z003/01/1尋ヰ—* 4:42 ll004/゜● ZOJJ:J/08/04 14:&1 1384 Hl.140.GOO ZIOに..,

r,, • 
• ••• •• 

1680 ill 11, 110. 000 Z. 70い呵「il�an,aoo I 1a&, zoo「 i. 340, aoct f ao. 413, 310 I 10 
1Ga lV03/0l/1曇軍エー宣 I尋：4111 004/04 1:illii 415.SOO.OOO :JDO閾 T ••••

、
. ...... 

11ao s11 I I I ·I I I I I
―

1<>1 1·17 I -40 
104訊003/08/14配—金 14:48 Z004/0ヽ mヽ 1:11.soo. 岬》 100盾

月
..... - 、 �- ..... 

1180 511 
105 t匹/08/22軍エー金 �4:&I l四/02四003/03/14 14:28 13、I 1Z.31Z.OOO I�,. 

� 

-
: 
• .、込-----

11180 510 1145, 000 - 70, 200 - &f, 141, 000
― 

- a.i10 ・11,1110 31,354, 細 111 
10I�GOa/08/22 軍エ ー重 4:&a too4/04匹/81/12 14:44 13111 410. 71111.000 

- - 、 � It 1100 1110 510 い00,OIICI I, 110, 匹 lilS,011.UOlf 1&1,000 -171,000 30,418直o 10 I I I I IA 
107匹/08/四鼠エー金 4:58 il004/04匹/OB/12 14:44 1311 127,002.000 ． t-. �...,Jt 451 1ZZZ lilO 3,114,000 Z.381,100 &7,441.IOU 111,080 1,163,3.20 31,141,1.20 10 
108 l匹/08/22軍エーft 14:fil �ll04/04 l003/0l/1Z 14:44 1311 311. 暉..000 -. SI: 282 14゜ &10 1.11 ... 000 1.4●●, 400 瓦111.000 73,320 434, Hit 32, 011, 200 10 
畑匹/OB/22 !a-'-―金l&:10�004/01 13●● ヽ10• .coo.ooo .—

. 

.
-
.. - .、. ·. - . -. 

L
----

爾ffl 140 110 叩I 日 1―291
I 

740 
110 ZOD3/I暉／四戴エー金 ts:10 z四/01 1311 .011.040,000 • I"'llO 140 lillD I Pl p -40 
111 Z匹/08/21 棗エ ー貪 14:17 Z004/0I� 叩3/08/22 1&:10 1311 411,800.000 300 p; ..-••• • ..i ' 140 IZID I, 嶋00,00D Z.a40.000 ll,2&1.000 . 111,GOO &,143,00U 38,011,200 、
112 l�/08/28 軍エー. 14:17 l004/0I郷/tl/21 1駅10 1311 170,080, 000 嶋o�..... � 140 ● 10 13,440,000 I. 411. 000 13,112.000 114,100 10, 111, 200 48, 13●, 400 I 
113�003/08/28 稟エー金 14:32 �004/0● 1:111 411.100.000 300胄

望 - • �.、- - . 1240 810 ● 410 

114 Z003/D8/21 賓エー金 1、::,Z 1004/tl 1111 J. 螂9狐GOO 710覇
I'! • �. • 

2000 810 � -HO 
111 ZOQ3/G9/0Z軍エ ー金 暉：;ro l四/118�匹/08/22 11:10 1414 424,100,000 300に -

.. -
.\ . . 2000 &10 1a, 100. OOD a. 33゜．呵I 87,082. IIOIJ 111,500 10. 303, &00 &9, 141. 900 11 

11● "暉3/09/02 軍エ ー宣 011:33 �004/08 • 1414 414, IUO. ODO ・ AOO疇 1300 1510 � 
; 117�003/09/0Z厚エー拿 lt:3' �804/01 1414 240,lllO. 000 170 闇→ ヽ 2470 110 ．．．．．―-ヽ..

111四/09/10員エー彙 1出1a匹/OZ l匹10112& m•a 1430 1u.ooo.ooo 1ao 12�.. ゞ
暉J-1 •• • • 、

2410 尋10 11,eo゜,000 I, 110. 000 II, 181. 000 鵬細 10. 434, 100 ... 571, 400 77 
111�003/01/10 10: —金Iii:13暉M/01 t003/0l/2& 14;48 1430 &1.200,000 4゜p;

量
' 241D alO 4,14゜．問o 340. ooo 11. &12, ooo n. ooo尋• 283,000 }3, 868. 400 71 

120�003/08/10皐—傘&:1鼻［四/04�003/01/14 14:』I 1431 143.100,000 
---··

� �
-
� 
-·-

—. 
.. 
-

. 

. 
-
-

., �100 2370 310 -4, 100, 000 1&11, 000 I●, 312. 000 42.1珊-&. 482. soo 11. aaa. goo 21 
121�003/゜8/10 車エー金 15:24 2004/08 14H 421, 100, ooo aao 閏ミ.... 心 mo a10 ,.f()I I I I -200 Iー180
1四IZOOa/Ol/10厚エ ー傘l&:24 l004/08 142D 128.110.000 10 顧こゞ · ヽ ・

、
・ ・ ・ ・ ・

21IO 310 
匹螂1/01/17軍エー貪 �1:20 Z003/12細003/114/07 1紐5 131、 11, 021. aao ' 

し
··、、 •、一 ，ヽ．．．． 

"" Ill: 43 2717 370 -1, 4&0. 000 441. 200 ・1,121.200
―

H,3IO
― 

-t,111.610 ● 1,447,3ヽ0 183 
1Z4 t003/0l/lJ記—金 り1:zo四/12四匹,04101 14�us 1a111 11.111. ooo 

●ー．．．
0\· i' K、． IE 1 2710 370 ー1.057, 000 12, IOO II, IOI. 000 a, 140 一1,133,440 tい13,岬J 1'3 

12& zo四/08/11軍エー金 19:21 �004/01 003/119/0Z 119:33 1381 418,100 .000 •••• • • I� 
, 
心

9 
• • •• ヽ• ーは訓JO 1410 370 &.100.000 S.330.000 13,132,000 111,&0D 1.、匹．駅旧 ● 1,117,—400 --15 

12.1匹/01/17 軍エー拿 11:zt 畑004/01四3/09/82 01心 1311 237, 徊,000
••• • • • •• ゞ

ヽ
ヽ�

・
.... は no U4o. 310 z. ● 90,000 Iヽ3.&00 74, 17&,liOO 47, 17& 1,111,32& 13,118,725 15 

127四匹:/09/17渾エー貪 頂：21四004/08�003/08/10 1&:24 1381 411,100.000 -
--
- ·-

- • ---- ..'
― 

- \ヽ. ・ .... It匹1140 370 I, 900, 000 3,330, 000 11, liOli,、00 111, &00 •• 403, &00 70. 220. 2匹 1 
121 i003/09/17軍エー宣 m21 珊4/08 Z003/09/10 15:Zヽ 1:111 12&.140. aao 

� 
-は H 11&G no 2..110. ooo ""· 細 78. VU6, 000 24, 11& z. 44&. 526 72, 115, 750 7 

121�003/09/17� —金 �11:37- Z004/0B 1397 411. 100, IIOO 
--· ＼・・ ヽ・

r疇四11&0 110 � • T T 110 
130 (003/08/17軍エー食 暉:37螂4101 1317 113. eao. ooo 

• •. --- � - • 間190 11&0 1310 P ● I I -10 
131諏叫09/11 軍エー傘,,:oz 四>4/0● 暉13/01/U 14�3Z 1:JII 411,IIIO.IIOO ー・ " .. 11: ·300 l&&O 1380 0 1.340,000 I0,34&,CHIO 117,000 -.z. 尋&1,叩0 JO, 208, 760 ZZ 6. 
132�003/011/19 軍エー金 &:02 渾M/08 Z003/08/鵡14:32 13111 匹．譴o,ouo } u: 180 1380 13ヽo o m. ooo ● 1. 171.000 鼻1,100 -873, 100 ... 335, 150 22 16 
133四/09/19厚エー傘ヽ:03 W03/12 Z003/04/07 14:05 13115 41,150. DOD J - • •• 

• 
• 

-
.

-
.

-
. 
-

—-. . . } - . - It :JO 1310 13IO -尋,410, 000 :1112, 000 ● ,. 嶋111.000 1&, 100 -4. 7111,、00 14,&31,&印1ヽ5
13ヽ閲003/叩/11 事—金 15:04 叫14/02匹/ot/2& 14:48 1a1&. 1.aes.000 1江 r, 1310 1蕊I 81. 000 10, 400 11,488,400 520 70. 080 ヽヽ.107.t30 86 
,,.,_..,,. ヰ一禽 1●: .. ...., .. ,_.,,,.'"" .... ,... ....... "● ,r•• •1·••-• I° ��- '"°1"9 I&皿... , ... , .... "-"'·"'" ...... ......... "-● , ..... .. 
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゜
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元帳類似書類）
建 玉 分 析 表 4/ 6頁"

出力日：2四年1月1日騎闘：14:04:41 

金鱚綱 特稟躙翼刊定力蹟:n·,-n <金件1::判定》141A有.�o. 重櫨有．冑晶皐麹属月編観 'I-•=翡定日＋疇晶饂謂晉湯鰤＋鼻注日鯖＋畳縁No

No. 蔚定日付 芦晶名 隕JIii饂月 鰤観
ー

" 積費覗 一董!I鍋葦拿
131 003/01/11 一金&:12 OiJ4/0il . 1395 411.R叫OOO
137匹Di 11 エー. &:12 四08 · 138& 、ao.:鱈G,000
138 003 09 2Z エーJ:48 004 OI 003 01鵡14::tz 1:114 411.zoo.aoo 
139 08 2Z :Cー禽a: .. , D04 01 ooa 08 za 14::az 1114· 411,200.000 
＂゜ 003 01江ー3:41 匹12 04 07 14:0li 1311 1'.130, 000 
141 003 011 22 ::Cー傘a: 疇9 003 1Z 04 07 14:05 13114 1ふ140,N゜
HZ 003 OIi 22 エーa: 尋9 003 1Z 003 04 07 14:06 1311& 13.1150, 000 
143 003 OD ZZ 一金が40 003 tz 04 24 11U1Z 1315鼻1,8&0,0GV
144 003 08 2t エー*a:&o 004 02 ON ua 21 14:�!! ... ,-•1114'·• 11,3.14,000 
14&四09 22 エー金3:&1 004 oz_ ooa/03 14 14:11 13H 13. &SO. ooo 
141 003 09四エーa:&t.�·004 oz ooa u 14 1いZ1 1311Z 1:S, IZO, 000 
147 003 011 21 エー a:s1 叩OZ 003 Of 25 14:41 13113 II. 117, 0U0 
141 003 011公［ エーa:&& 01 13H 417. aoo. ooo 
141 003 08 2Z エー3:6& 08 1313 710. 皿OOO
160 003 Ol/30 - , 2�32 003 1% 04 24 1駅12 1111 13. 110,000 
151 003 10 OI エー11:10 004 08 匹09 17 OD:37 1321 317,100.000 
l&Z 003 10 Of 一金a:10 00ヽ /08 叩3 00 17 011:37 132ヽ 114,140,000 
1&3 003 10 Of ー傘9:10 四UI 匹01 19 11:12. 1325 :111.100.000 
1&4四10閻 一金1:10 08 003 /09 19 t&:12 1四I 437, 、ao.ooo
155 003 10 OI -II :to 004 01 OD3 01 ZZ 1:S:&& (32● :117.、uo. 匹
161四10 OIi エー3:11 oz 匹03 14 14:2ヽ 1328 78.、10.000
157 003 10馴 ー金a:zo 004 01匹OI 22 13:&& 1327 171,170,000 
1&1 ON 10 DI エー食 :s:z1 OCH 04 os 14 14:49 1aze 34r;.140,oao 
藉 10 OB エー金4:oz 四04 003 05 GD Oli◄1 1310 1a.aoo.GOO 
＂゜ 003 10 to 一金4:&1 003 12 匹01 18 14:41 1301 31,344.000 
111 ooa 10 10 - 4:&a ooa tz o● 18 14:48 1301 33, HZ. 000 
112 003 10 10 一金r;:oo 004 08 003 01 u ta:&& 1a四 :11. 080. 000 
183 003 10/10 一金&:04 004 01 1304 11, 210. 000 
18尋003 10 23 一禽4:ZD 匹1Z 003 04 24 tli:tz 1:1&8 27,110.000 
115 ,003 10/23 エー金4:20 匹12 匹/04/24 1&:12 1311 21.1ao.ooo 
111 003 tu za エー4:zo 4 04 003 08 14 14:41 13&1 &4,:SZ0,000 
187 003 10 23 エー4:ll 004 OZ 3 03 14 14:21 13&7 27, l◄O. GUO 
118 003 10 23 一金4:25 四08 1:167 1立1:m.000
1811 003 10 21 エー金5;29 004 08 003呵22 13:&5 1327 If, :lliO, 000 
170匹1 ZI エー&: 幻＇ 四08 003 07 10 1&:29 132' 31.170. 000 
171 00 10 21 エー5:27 04 08 003 07 10 1&:ZI 1330 Zl,IOO,CHIO 
172 003 1匹 エー5:21 004 10 1:127 H・諏「0,000
173 003 11 oa - a:1• 004 04 003 o& 01 011: 引1361ヽ.7馴,.ooo
174 003/11/0I エー傘が1、 004/04 003/0& 09 Ol:41 13&1 2&. 121. 000 
175磁11 0ヽ エー3:11 004 04 05 08 ODバ1 1380 •• 110. 000 
178 00:I 11/08 一傘3:17 匹/OZ 003/03 14 14辺● 1H1 11, 110,ovo 
177 003 11 01 - 3: 18 004 10 1364 11.100,000 
市匹11 Of エー a:21 004 oa四10 10 1&:04 13411 1. 348. 000 
171 003 11 11 エー金4:45 004 08 匹/OB江13)65 1361 13.&IO.OOO 
110 003 11 11 エー金4:45 004 08 匹10 10 15i04 13&● 2&.7、尋.ooo
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元帳類似書類）
建 玉 分 析 表

金銘桐 特竃羅買判定方誠ぶf-:,1 (金件1=判足)1-lt�有．不D. 重櫨宥．直晶皐独．隕月編榎,..h駒這日＋直晶鱈栖湯鰤＋鼻注日騎J量鎌No

5/ 6頁＂
由力日：%004年1月1日時贋：14t04:41 

Hv. 晒日付 閾晶名 鳩箪 隕n 盾鵡軍" 饂履 輯疋宣瓢 ”軍”費瓦玉 買鳳軍!JIit.ii真,. ,. 鳳躙鍼軍 彎111.'l"M'R "P瓢＂昂IT 1ft翼翫 濃!I鑽益霊 蘊玉声檸18t"fl'fl: 残饂韮諷
181庫13/11/11 畢エー鵞 14:4& �OIJ4/08 003/10/23 14121 13&1 IU.CM0.000 110 210 8IO -10. 000 HI.GOO 111.&18,IJOO 41,800 ー1.072. 80D -az. 211&, 11&0 11 

18Z l四/11/11ヰ—金 14:45�004/10 l003/10/21 15:21 11&& 11. TiiD, 000 闘 210 a10 1,400.aoa &10,000 11z. 四,.血J 28,UOO 864,000 -11,441,850 13 

183 l匹/11/11ヰ—拿 尋田畑14(0, 1111却0,120.四, 110 aao a10 Iや|回l
―

-―l 一1

1H血003/11/1:1 厚エー鵞 14;14 四004fOI庫'3/08/ll 13:&& 1371 13. 720, 馴0 10 380 300 -210,000 104,000 111.143,000 &,ICIO -311,l!OO -81, 711,150 &Z 

185珊�/11/13 K;J;.-ft 4:11 tooヽ110�o回11/01 1土ti 13�1 ...、瓜000 &O 310 匹 I訊呵9 ヽ20.ODD 112. IU. 000 ;,.e. 000 304,000 -11, 4&7, 1&0 7 I -1-::-l- I I I I 
181匹/11/13 置工一彙 14:17 !004/VI 1372 12.320.000 、0 44゜ 匹 1 .. 1 
187匹/11/TI !ll;I; 一軍 14:ao Z004/0B訊/Ol/ll 1a:&& 137& I, 11&, om, Ii 440 Z45 噴,ODO &2,VOO 112, 71&, UIIO 2,、00 -144, 100 -81, IOI, 760 &1 
188 Z003/11/20�-金 14:11四14/04�四/115/0IJ 011:41 1H7 1,387.000 1 GIJ 24& -82. 000 10. 400 112. 72&, 4UO liZO -92, 9ZO -81, 184, 170 195 
1811 003/11/ZO黒—金 尋：11四”““匹/05/09 09:41 1311 &.152.000 4 4繹Z債 -a;,z,ooo .41. 100 111. 111. ooo 2. oao -375, 110 -az, 010. uo 1u& 
lllO Z003/11/28 軍エー金 14:24 畑004/04 Z003/i叩/09 01:41 1314 4●● 7IO, 000 35 400 24& -3. 11&, 000 3ヽ4.000 111,131,000 18, ZOO -3, 嶋91,20V -II&, H7, &&O 203 
181 ZCI03/11/Z8黒ェー金 尋:25 Z004/01 ZOll3/09/ll 13:6& 13111 41,730,000 3D 400 21、 -10,000 312.000 113,443,000 1&,IOO -317,800 -86,1155, 1&0 BJ 
18Z Z003/12/01 軍エー金 4:U Z004/0I 匹:/09/21 13:&S 1405 105.376,000 75 400 14D IU0,000 ・N2.&00 114,275, &OD 41, 12& 26, 11& 一郎121,Z76 70 
183�003/12/01 軍エー食 9看：30 Z004/04� 匹/06/01 ot:41 1407 21.10&.ooo 1& a,& 14t ー1,1530, DDO 1111, &00 114, 44Z. 000 8, 3215 -1. 104, 82& -87. 134. 100 208 
184四四/12/0l 軍エー金 H:30 諏M/04 t匹/05/09Oll:◄1 140I 77. 440. 000 、& aao 140 -s, llli, 000 110. fiOO 111, O&Z. 600 30, 525 -ti, 30島02、 -83.8飢126 208 
18& lOO;J/12/01軍エー金 • I、:30�004/01 ! 匹/07/10 1&:28 1407 14.070.000 10 :,20 140 ー1,010,000 111,000 115,113,&00 &.,H゜ ー1,171.550 -115, 111,17& 144 
198 l 003/1'Z/四鳳エー貪 1&:01暉J4/ff too,101110 1&:21 1<101 1.oas.000 s :11, 140 -&ao.oao &&.&oo 11&,211.000 1.11& -&11,21& -a&, 704.e&o 14& 
197� 叩3/12/03稟エー金 s:10 !.IKl4/oa珂13/W/:四13:65 1憚 7,GZ&,000 Ii 31& 13& ヽ0.000 5&,&00 11&,274,&GO 2. 715 1,725 -115, 703,225 72 
1118 Z匹/12/04 軍エー拿 11:zz II04/叫l匹/U9/ZZ13:&5 1:JIII 11,ll&o,000 &O 31& IS 螂000 &20, 000 11&, 784, &OU 211, 000 -Z41, 000 -95, 148, 22& 73 TT I I� 
1119躙003/12/04夏エー金 15:25 Z004/08 1311 11,1凡匹 &O 385 85 I j+ 
200 Z003/12/0D 東エー金 14:a& !004/0I to四/07/10 11:21 1価 Zl, 075, UGO 1ヽ 350 15 -1, 580, 000 111, &OD 11&, Ht, 000 I. 3Z& ー1, 734, 12& -11, 184, O&O 1 SZ 
201 Z匹/lZ/09鳳—軍 14:31 l004/0B聞03/09/22 13:&& 1404 49.140,000 :J& 3&0 &O :, 蒻,000 381. &00 11、, 340. &00 18. 42& -22.112& -,1, 788, 117& 78 l l lTii
202 IZ003/12/09µ-重 , 4:39 Z004/08 140ヽ 2島呻.ouo zo 310 &。 ��I す11

―

-s I 1& 
203�003/1ゴ10軍エー貪 �Ii: 匹 !004/08匹,10110 1駅04 1407 11,884,000 12 370 31 1.231,000 133,200 111,412,780 ●, IIO I, 018, 140 -Ill, 110, 835 11 
%04 Z003/1Z/10 軍エー貪 m11 鴎004/08四四101110 16:211 t4oa 42.HO.ooo ao Ho :,a -a.uo,ooo 333,000 11島81&,700 1●, ISO -a, &&I, l&O ー100,no. 41& 1&a 
105 Z匹/12/11 軍エー傘 4:05 �004パ鳩m四/07/10 15:ZI 1410 lil,◄00,000 40 300 38 -◄.3IO,OOO ◄44,000 117,2&1, 700 U.ZUO � 尋,828, 100 -104, .... Iii 154 
zo● l003/12/11 軍エー重 14:0I l004/08 Z003/11/11 14:51 1410 !Iii, 匹o.000 2li 215 31 一1,350,000 277,&00 111,lial,200 13.175 ー1,141,376 -101,1:tB,otO 30 
201�003/1'1J11藁:e-Ii 14:01 t004/08�003/10/10 t&:04 1401 22.644.000 18 216 22 1,180,000 111.IOO ttl, 714,IOO l,IBG 1,4● 3,&20 ―105. 144. &40 62 
208�003{12/U 戴エー* 1411J t004/08�003/1U/10 1駅04 1409 1,4011,00U 1 271 21 105.000 11,100 117,721,100 HS 13,345 ー105,U51, 185 12 
ZOB匹/1Zf1& U—貪 14:22�004/08匹/10/10 1&:04 1401 1.408.000 1 215 zo 104;000 11,100 117,737,000 証Ii 82,345 -io』,IIH,860 && 
%10躙13/12/17 夏エー宣 J&':14 l四/08匹匹/10/101&:04 1411 z.ue.ooo z z1s 11 211,000 22. 匹 111, 7H,200 1. 110 114,180 -10�. 714. 18゜ “ 

211四匹/12/17累—傘 &:11 �00尋／岬匹,11111 14:1n 1414 se.1eo.ooo ◄o t31i 11 -z.azo.ooo 伍• 000 111.103. 2UO U. zoo -1. 781. ZOO ー1.07,HO, 31V 31 
212 i003/12/18 軍エー彙 4:U �004/08 l003/11/11 14:51 1411 13.155.UOD 4& 190 11 -2,135,000 4H,&OO 111, 70Z. 700 Z令1176 -;,. 3lil. 415 ー110.印11,135 37 
213�003/12/18 夏エー貪 4:23 叩/08 l003/10/10 15:04 1418 4, 匹4,000 3 180 1& 3化000 a3, 300 111. 731. GOO I. 11& 307,035 -1 to, 102. 800 811 
214四003/12/19軍エー拿 4:aa 004/08 !003/11/11 14:&I 1411 4. 匹1,000 a 1● 1 1& -111.000 33.:100 11●,1● .. 叩0 1, II& -223, Hi -110, Ill, 71& 38 
215匹112/28�.:c-金 10:lZ �004/08 Z匹/1111114:51 1421 81,212,000 

J'.- ......................... は、7 13D 1& •3, 1190, ODO f3Z, 100 1111, 402, DUO 31,135 -4, 114, 33& -11&, 481, 100 45 
t1● 2匹/12/tl厚エー拿 10: 1 & t004/VB匹10/10 1&:04 141& 11. 400,000 8 U: • 

\\ • 一 1潤 7 911. 000 18;800 1111. 4110, 800 4. 440 114. 110 -114, GUI. 34゜ 11 
217 2004/01/01 軍エー金 1尋:40 tCICl4/118�o匹11/13 1嶋：17 1442 ... &zo. OOD 

• ••• • ••• --· 
11: IO 70 1 ""4, zoo, 000 164, 1● 0 120. 144.110 32, 7ot ....... ●, ... -111. 413, 221 &4 

218 Z004/01/0I 棗エー金 ,4:40 t004/08�003/12/04 11: 匹 144Z 72, 100, 000 J...... ··················· ヽ
、 IE' IO 20 7 -z. 150, 000 4H, 000 120, 140, 180 24, 100 -2, ● 70,800 -122, H鴫,029 33 

219 Z004/01/0S軍エー金 ,4:◄o 2四/08 t003/12/0I 1尋：31 1442 21,840,000 J ------------····· 
--、

IJ: 20 0 7 -780・ 000 212,、00 120, 8&3, 3馴1 10, 120 -983, 020 一123,H1, 048 2● 
220 Z叩4101/0ヽ稟エー金 4:41 �OIJ.4/08 [003/10110 15104 1441 10,087,000 7 It'"' O O 151,000 77,700 120,931,010 3,81& 871, 鼻1& ー122,2●9,13尋 88 

夷買損益It: 4, 708, 000 亭戴料計：120,131,080 (鍋拿I::鯖する旱戴科の薗貪： 111.111)亭戴料蒻覗禽It�121,177,134
4, 708, IIOO 120. 131,080 I, 041, 514 ー1U.It鳳匹 1648 022 7 

葦II損益It: ーlZZ.ZH,134 特定亮買比寧：闘．“（仕切件戴） 糟定嘉買内鼠（翡蜘3件の内＂直し11件．遍転49代肩蘊ねft.) (仕切117件の内9日Ito化不蘊1件）
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これは正本である。
19. 4. 25

平成 年 月 日

大阪地方裁判所第8民事部
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